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ペシャワール会は1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援する目的で結成されました。

彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理解を深めていきたいと願っています。
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対立越える不動の基地を
現地活動は新たな時代に

外国人が現地の欠点をあげつらい批判したりあざ笑ったりすることはたやすい。しかし、
Hを凝らして見れば、小は院内の対立から大は核実験に到るまで、彼らの弱さは実は私逹
の内部にもある弱さではなかったろうか。この中で、私たちの活動が、対立を融和に、敵
意を平和に転化し、金や権力で揺るがぬ不易のものを求め、確実な事業を通してそれを実
証しようと思っている。新たな出発は、時代に対する一つの挑戦である。

PMS（ベシャワール・メディカル・サーピス）院長

JAMS（日本ーアフガン医療サービス）顧問医師 中村 哲

多
忙
な
一
年
で
あ
っ
た
。
月
日
の
流
れ
る
の
は
早
い
も

の
で
あ
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
現
地
活
動
は
、
十
五
年

を
経
過
し
て
第

一
期
を
終
え
、
次
期
三
十
年
に
備
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

一
九
九
七
年

度
は
内
外
で
劇
的
な
動
き
が
重
な
っ
た
。
も
は
や
、
「
流

動
的
情
勢
」
が
常
態
と
な
り
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
時
間
が

過
ぎ
去
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

ど
ん
な
生
活
も
、
ど
ん
な
場
所
も
、
そ
れ
な
り
に
世
界

の
縮
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
、
人
間

の
本
質
と
世
界
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
劇
的
な
光
景

が
次
々
と
展
開
す
る
。
九
七
年
度
は
、
ま
さ
に
過
去
十
五

年
の
総
決
算
と
い
え
る
状
況
で
あ
っ
た
。
は
し
な
く
も
蕗

呈
し
た
悲
観
的
な
実
情
を
述
べ
れ
ば
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

や
や
誇
張
す
れ
ば
、
お
よ
そ
人
間
の
弱
さ
を
示
す
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
悲
劇
に
遭
遇
し
た
。
盗
賊
や
戦
争
な

ど
、
眼
前
の
命
の
危
険
な
ら
ま
だ
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

だ
が
今
や
我
々
の
敵
は
、
裏
切
り
、
嫉
妬
、
疑
い
、
敵
意
、

無
理
解
、
残
虐
、
物
欲
、
金
銭
へ
の
妄
執
、
名
脊
欲
、
誹

謗
中
傷
、
傲
慢
、
臆
病
、
怠
惰
|
ー
お
よ
そ
人
間
内
部
の

全
て
の
弱
さ
と
の
対
決
で
あ
っ
た
と
、
抽
象
的
な
言
い
方

を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
で
も
、
何
の
た
め
に
、
こ
こ
ま
で
苦
労
を
重
ね
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
少
し
は
洞
察
を
得
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
世
界
的
な
混
乱
の
中
で
、
人

間
そ
の
も
の
と
静
か
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

外
国
人
が
現
地
の
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
い
、
批
判
し
た
り
あ

ざ
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
実
際
、
技
術
面
だ

i
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’
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属
讐
纏
り
遍
っ
て
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し
＇
ー
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け
で
も
、
ご
く
基
礎
的
な
改
善
に
膨
大
な
精
力
を
投
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供
だ
ま
し
的
な
扇
動
で
人
々
は
容

易
に
動
揺
す
る
。
対
立
す
る
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
る
の
は

尋
常
で
は
な
い
忍
耐
を
要
す
る
。
し
か
し
、
目
を
凝
ら
し

て
み
れ
ば
、
小
は
院
内
の
対
立
か
ら
大
は
核
実
験
に
到
る

ま
で
、
彼
ら
の
弱
さ
は
実
は
私
た
ち
の
内
部
に
も
あ
る
弱

さ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
罪
の
な
い
者
の
み
が
石
を
投

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殆
ど
の
外
国
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
惨
憎
た
る
結
末
に
終
わ
っ
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
我
々
の

存
在
意
義
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
も
し
全
て
が
優 完成を待つPMS新病院
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多数の参会者の下開かれた開院式典

等
生
的
に
進
む
な
ら
協
力
は
無
用
で
あ
る
。

確
か
に
状
況
は
暗
い
。
人
間
の
本
性
に
対
す
る
過
剰
な

信
頼
、
科
学
技
術
へ
の
楽
天
的
な
信
仰
は
、
世
界
的
な
規

模
で
打
ち
壊
さ
れ
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
、
そ
れ
ら
が

漫
画
的
に
拡
大
さ
れ
て
見
え
る
。
身
近
な
核
戦
争
の
恐
怖

は
、
世
紀
末
的
な
不
安
を
蔓
延
さ
せ
た
。
こ
の
中
で
、
私

た
ち
の
活
動
が
、
対
立
を
融
和
に
、
敵
意
を
平
和
に
転
化

し
、
金
や
権
力
で
揺
る
が
ぬ
不
易
の
も
の
を
求
め
、
確
実

な
事
業
を
通
し
て
そ
れ
を
実
証
す
る
た
め
の
希
望
と
な
っ

て
い
る
。
新
た
な
出
発
は
、
時
代
に
対
す
る

―
つ
の
挑
戦

九
七
年
度
は
、
最
大
の
試
練
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
十

五
年
の
間
に
堆
積
し
た
弊
風
を
一
掃
し
、
日
本
国
内
の
経

済
停
滞
と
現
地
の
政
治
的
混
乱
・
イ
ン
フ
レ
が
進
行
す
る

中
で
、
次
期
三
十
年
へ
向
け
て
本
格
的
な
再
編
成
が
着
手

さ
れ
た
。
最
も
多
忙
な
年
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
困
難

を
極
め
た
の
は
、
ア
フ
ガ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
J
A
M

S
1
日
本
ー
ア
フ
ガ
ン
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
と
パ
キ
ス
タ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
P
L
S
ー
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
レ
プ

ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
統
合
で
あ
る
。

こ
の
統
合
の
要
に
な
る
筈
の
ぶ
P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
メ
デ
イ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
）
新
病
院
」
の
建
設
も
難

航
し
、
本
格
的
に
着
工
で
き
た
の
は

一
九
九
七
年
五
月
を

過
ぎ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
初
危
ぶ
ま
れ
た
病
院
建
設
基

金
は
、
日
本
側
の
多
大
の
努
力
に
よ
っ
て
目
標
額
を
達
成
、

開
院
式
を
四
月
二
十
六
日
に
行
っ
た
。
六
十
余
名
の
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
関
係
者
の
現
地
訪
問
は
画
期
的
で
、
現
地
に

も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
が
、
円
の
下
落
と
イ
ン

フ
レ
に
よ
っ
て
完
成
が
遅
れ
て
お
り
、
九
七
年
度
内
移
転

は
実
現
せ
ず
、
一
九
九
八
年
九
月
に
延
期
さ
れ
た
。

と
は
言
え
、
こ
れ
を
機
に
十
五
年
の
間
に
蓄
積
さ
れ
た

経
験
を
も
と
に
、
新
病
院
に
拠
っ
て
教
育
・
診
療
態
勢
を

一
新
、
長
期
活
動
の
た
め
の
財
政
的
配
慮
が
緊
急
課
題
と

な
っ
た
。
日
本
か
ら
の
長
期
ワ
ー
カ
ー
を
増
員
、
ハ
ン
セ

ン
病
診
療
と
共
に
、
よ
り
組
織
的
な
臨
床
教
育
、
よ
り
効

•• 
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で
あ
る
。
一
九
九
八
年
度
も
力
を
合
わ
せ
て
難
局
を
切
り
抜
け
て

ゆ
き
た
い
。

一
九
九
五
年
以
来
、
タ
リ
バ
ン
（
神
学
生
11
原
理
主
義

グ
ル
ー
プ
）
勢
力
は
依
然
と
し
て
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
部
族
を

中
心
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
三
分
の
二
を
支
配
し
て
い

る
。
厳
し
い
イ
ス
ラ
ム
法
の
統
治
下
で
治
安
は
安
定
し
て

い
る
が
、
都
市
知
識
層
・
中
間
層
は
殆
ど
が
カ
ブ
ー
ル
を

脱
出
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
逃
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
再
建

は
遅
れ
、
都
市
部
を
中
心
に
す
る
貧
困
層
は
劣
悪
な
環
境

に
お
か
れ
て
い
る
。

カ
ブ
ー
ル
や
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
は

一
0
0団
体
を
越

え
る

N
G
O
が
い
る
が
、
見
る
べ
き
活
動
は
な
い
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
で
は
、
パ
ン
ジ
シ
ェ
ー
ル
の
マ
ス
ー
ド

や
ハ
ザ
ラ
族
の
イ
ス
ラ
ム
統
一
党
が
割
拠
し
て
タ
リ
バ
ン

と
対
峙
、
こ
ぜ
り
合
い
が
続
い
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
復
興
は
ま
だ
遠
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
カ
シ
ミ
ー
ル
問
題
を
め
ぐ
っ

て
対
イ
ン
ド
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
が
、
九
八
年
五
月
、

イ
ン
ド
が
地
下
核
実
験
を
行
な
う
に
及
ん
で
緊
張
は
頂
点

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
と

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢

率
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
僻
地
診
療
が
準
備
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
一
九
九
八
年
石
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
イ
ン
ド
・
パ
キ

ス
タ
ン
の
核
実
験
が
行
わ
れ
、
両
国
の
関
係
が
緊
張
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
政
情
は
騒
然
と
し
た
。
一
方
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
北
部
は
二
度
の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
数
千
名
が
死
亡
、

目
的
地
の
ひ
と
つ
、
バ
ダ
ク
シ
ャ
ン
は
壊
滅
的
な
打
撃
を

受
け
た
。
し
か
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
は
概
ね
平
穏
で
、
今

の
と
こ
ろ
我
々
の
計
画
に
大
き
な
影
響
は
な
い
。
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に
達
し
た
。
こ
の
報
復
に
パ
キ
ス
タ
ン
が
同
様
の
核
実
験

を
強
行
、
こ
こ
に
戦
後
世
界
を
律
し
て
き
た
秩
序
に
終
止

符
が
う
た
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
や
北
西
辺

境
州
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
概
ね
人
々
は
無
関
心
で

あ
り
、
そ
の
日
の
生
活
に
精
一
杯
で
あ
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
通
貨
ル
ピ
ー
も
下
落
を
続
け
て
お
り
、
国
庫
の
大
部

分
を
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
に
仰
ぐ
パ
キ
ス
タ
ン
は
、

I
M
F
（
世
界
通
貨
基
金
）
や
日
本
か
ら
の
借
款
が
停
止

す
れ
ば
、
小
麦
の
輸
入
さ
え
危
う
い
状
態
で
あ
る
。
何
れ

国
内
の
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
が
あ
る
の
か
予
測
し
難
い
が
、

経
済
制
裁
な
ど
で
庶
民
の
生
活
は
さ
ら
に
窮
迫
す
る
だ
ろ

う
。
日
本
か
ら
の
補
給
は
更
に
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

P
M
S
病
院
の
建
設

既
に
報
告
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
五
年
四
月
に
近
辺
の

家
主
に
移
転
を
要
求
さ
れ
て
以
来
、
病
院
建
設
は
、
現
地

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
不
動

の
碁
地
が
な
け
れ
ば
、
長
期
活
動
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
そ

こ
で
、
一
九
九
六
年
十
二
月
に
連
邦
政
府
登
録
の
国
際
団

体
「
P
e
s
h
a
w
a
r
k
a
i
 M
e
d
i
c
a
l
 S
e
r
v
i
c
e
s
」
を
、
同
時
に

北
西
辺
境
州
政
府
に
は
「
P
e
s
h
a
w
a
r
k
a
i
 R
e
h
a
b
i
l
i
t
a
-

tion E
x
t
e
n
s
i
o
n
 P
r
o
g
r
a
m
m
e
L

と
い
う
名
称
の
、
社
会

福
祉
法
人
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
①
土
地
と
建
築
物

の
所
有
は
パ
キ
ス
タ
ン
国
藉
の
団
体
に
限
ら
れ
る
こ
と
、

②
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
活
動
を
同
一
傘
下

に
収
め
な
け
れ
ば
、
基
地
病
院
の
機
能
化
が
危
ぶ
ま
れ
る

こ
と
に
よ
る
。

こ
の
法
的
基
盤
の
上
に
、

一
九
九
七
年
一
月
、
建
築
が

開
始
さ
れ
た
。
か
く
し
て
「
病
院
建
設
」
は
、
単
に
基
地

病
院
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
旧
態
勢
を

一
新
し
て
バ
キ
ス

タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
両
チ
ー
ム
を
統
合
、
か
つ
長
期

継
続
の
た
め
の
経
費
節
減
（
ち
な
み
に
病
院
の
家
賃
は
年

間
予
算
の

一
五
％
を
占
め
る
）
、
臨
床
教
育
の
整
備
、
日

本
人
長
期
ワ
ー
カ
ー
確
保
、
日
本
と
現
地
と
の
交
流
促
進

な
ど
、
名
実
と
も
に
新
態
勢
発
足
の
要
と
な
る
重
大
な
意

義
を
帯
び
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
付
近
住
民
の
反
対
運

動
な
ど
で
二
転
三
転
、
最
終
的
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
郊
外
の

農
村
に
土
地
を
買
収
し
て
実
際
の
建
築
が
開
始
さ
れ
た
の

は
、
九
七
年
六
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

建
設
は
予
期
せ
ぬ
長
期
の
雨
季
、
機
材
の
高
騰
、
日
本

か
ら
の
補
給
困
難
、
内
部
の
足
並
み
の
乱
れ
な
ど
で
遅
れ

に
遅
れ
た
。
一
度
は
中
途
で
放
棄
さ
れ
、
土
地
購
人
は
も

ち
ろ
ん
、
最
終
的
に
設
計
か
ら
施
工
ま
で
ほ
ぽ
日
本
側
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
単
独
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
四
月

二
十
六

H
に
や
っ
と
基
本
部
分
を
完
成
、
日
本
か
ら
六
十

余
名
を
迎
え
て
「
開
院
式
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
実
際
に

は
工
事
は
日
本
か
ら
の
補
給
を
頼
み
と
し
て
い
ま
だ
進
行

中
で
、
移
転
は
九
八
年
九
月
中
旬
と
な
る
。

新
病
院
の
概
観
は
以
下
の
通
り
。

病
床
数
七
〇
床

予
定
外
来
数
一

0
0
ー
ニ

0
0名
／
日

病
院
敷
地
面
積
七
、
二
八
八
吋

病
院
建
築
面
積

三
、
六
O
O
NE

住
所

P
e
s
h
a
w
a
rー

kai
(Japan) M
e
d
i
c
a
l
 S
e
r
v
i
c
e
s
 

A
b
d
u
l
l
a
h
,
 Ca
n
a
l
 R
o
a
d
,
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 T
o
w
n
,
 Pe
s
h
a
w
a
r
 

連
絡
先

T
E
L
0
9
1
,
8
4
4
5
8
3
 

F
A
X
 0
9
1
,
8
4
3
6
0
0
 

総
工
費
約
六
八

0
0
万
円

旧
P
L
S
(
P
e
s
h
a
w
a
r
L
e
p
r
o
s
y
 S
e
r
v
i
c
e
)

は
、
四

月
二
十
六
日
を
以
て
P

M

S

に
統
合
さ
れ
た
。
以
後
「
P

M

S

の
パ
キ
ス
タ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
称
す
る
。

関
係
機
関
と
協
力
は
続
け
て
い
る
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
合

併
症
を
ま
と
も
に
治
療
で
き
る
の
は
、
全
北
西
辺
境
州
と

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、

P

M

S
病
院
以
外
に
な
く
な
っ
た
。

九
八
年
四
月
二
十
六
日
の
開
院
式
に
出
席
し
た
日
本
側

・
~
~

バ
キ
ス
タ
ン
・
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

う
ち
約
九

0
％
を
充
足
。
最
低
必
要
部
分
を
八
月
ま

で
に
完
成
後
、
移
転
予
定
。

な
お
、
院
内
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
、
教
育
施
設
、
日

本
人
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
貝
や
医
療
関
係
の
訪
問
者
）
の

た
め
の
宿
泊
施
設
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
J
A
M
S
（
日
本
ー
ア
フ
ガ
ン
医

療
サ
ー
ビ
ス
、
在
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
）
病
院
を
P

M

S
病
院

に
統
合
、
一
部
は
「
P

M

S
分
院
」
と
し
て
カ
プ
ー
ル
避

難
民
の
た
め
の
外
来
機
能
だ
け
を
残
し
、
主
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
内
部
の
三
診
療
所
の
統
括
を
行
う
。

I ̀  

l 
開院式でスピーチをする中村医師
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ク
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訪
問
団
の
影
響
は
画
期
的
で
、
北
西
辺
境
州
大
統
領
（
知

事
）
・
日
本
大
使
．

J
I
C
A
（
国
際
協
力
事
業
団
）
パ

キ
ス
タ
ン
事
務
所
も
列
席
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
行
政

側
は
一
挙
に
好
意
的
と
な
り
、
め
ん
ど
う
な
政
治
的
折
衝

な
ど
の
困
難
が
減
っ
た
。

一
九
九
七
年
度
は
、
建
築
に
忙
殺
さ
れ
て
、
や
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
鈍
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
コ
ー
ビ
ス
タ
ン
地

域
に
着
手
し
た
。
チ
ト
ラ
ー
ル
で
は
、
一
九
九
五
年
以
来

の
ヤ
ル
ク
ン
川
流
域
の
踏
究
と
定
期
診
療
調
査
を
ほ
ぼ
完

了
し
、
マ
ス
ツ
ジ
診
療
基
地
が
確
保
さ
れ
た
。

診
療
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
は
、
か
な
り
の
被
訓
練
者
を
処

分
し
た
が
、
綱
紀
粛
正
の
上
で
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
一
九
九
八
年
四
月
か
ら
、
よ
り
組
織
的

に
実
施
、
現
在
九
名
が
学
ん
で
い
る
。

一
九
九
七
年
度
の
診
療
実
績
は
別
表
の
通
り
。

旧
J
A
M
S
(
]
a
p
a
n
Afghan Medical Service)
も、

四
月
二
十
六
日
を
以
て

P
M
S
に
統
合
さ
れ
た
。
以
後
、

同
様
に
「
P
M
S
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
称
す
る
。
「
J
A
M
S
」
の
名
称
は

P
M
S
支
部
と

し
て
残
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
の
山
村
無
医
地
区
と
、

越
境
も
で
き
な
い
貧
民
を
対
象
に
す
る
診
療
態
勢
の
足
固

め
を
行
う
。

P
M
S
へ
の
統
合
の
背
景

P
M
S
へ
の
統
合
に
対
し
て
、
相
当
の
抵
抗
が
ペ
ル
シ

ャ
語
系
の
ア
フ
ガ
ン
人
側
か
ら
あ
っ
た
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
活
動
の
本
旨
を
貫
く
べ
く
、
予
定
を
強
行
し
た
。
一

九
九
八
年
度
は
新
病
院
を
足
掛
か
り
に
統
合
体
制
を
さ
ら

に
完
成
し
、
活
動
を
強
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
三
分
の
一
一
を
支
配
下
に
置

く
「
タ
リ
バ
ン
（
神
学
生
）
」
勢
力
、
北
部
の
「
反
タ
リ

バ
ン
」
諸
勢
力
が
割
拠
し
、
小
ぜ
り
合
い
を
続
け
て
い
る
。

だ
が
、
農
村
部
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
都
市
部
の
方

が
困
っ
て
い
る
。
特
に
カ
ブ
ー
ル
の
貧
困
層
は
最
悪
で
あ

り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
来
れ
る
中
間
層
は
ま
だ
恵
ま
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

元
来
P
M
S
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
最
大
の
ハ
ン

セ
ン
病
多
発
地
帯
・
バ
ー
ミ
ヤ
ン
を
目
指
す
と
共
に
、
最

貧
層
の
診
療
を
対
象
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
J
A
M

s病
院
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
）
で
は
、
難
民
大
最
帰
還
後
の

一
九
九
三
年
以
来
、
次
第
に
カ
ブ
ー
ル
か
ら
の
都
市
中

間
・
富
裕
層
が
主
な
患
者
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
加
え
て
、

旧
J
A
M
S
ス
タ
ッ
フ
の
大
半
が
カ
ブ
ー
ル
市
民
、
そ
れ

も
パ
ン
ジ
シ
ェ
ー
ル
出
身
者
が
多
く
、
当
然
ア
フ
ガ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
の
相
当
部
分
が
こ
れ
ら
カ
ブ
ー
ル

P
M
S
病
院

予
期
せ
ぬ
諸
事
情
が
童
な
り
、
あ
と
少
し
の
所
で
完
成

が
遅
れ
て
い
る
。
九
八
年
九
月
初
旬
ま
で
に
基
本
部
分
の

内
装
を
完
了
し
て
移
転
予
定
。
既
述
の
よ
う
に
次
期
数
十

年
の
活
動
は
、
こ
の
病
院
完
成
を
前
提
と
し
て
い
る
。
現

在
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

病
院
に
お
い
て
は
、
教
育
・
診
療
態
勢
の
充
実
だ
け
で

は
な
い
。
中
産
階
級
以
上
の
一
般
診
療
は
料
金
制
を
実
施
、

病
院
の
半
独
立
採
算
性
の
可
能
性
を
探
り
、
日
本
側
の
財

政
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

1
9
 

か
ら
の
患
者
達
に
割
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
更
に
、

し
ば
し
ば
「
ア
フ
ガ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
排
他
的

な
集
団
を
形
成
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
側
と
対
立
し
た
。
ま
た
、

日
本
側
管
理
の
緩
ん
で
い
た
こ
の
数
年
で
診
療
技
術
の
質

が
低
下
し
て
い
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

「
P
M
S
統
合
病
院
」
の
背
景
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情

も
絡
ん
で
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
今
後
も
、
あ
く
ま

で
国
境
を
越
え
た
活
動
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
最
貧
層
を
対
象

と
す
る
方
針
を
堅
持
す
る
。

一
九
九
七
年
度
は
、
無
医
地
区
診
療
所
に
勢
力
を
投
入

さ
せ
、
旧
J
A
M
S
病
院
の
規
模
縮
小
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
本
旨
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
縮
小
で
は
な
く
、
む
し
ろ

強
化
で
あ
る
。
旧
J
A
M
S
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
病
院
は
、
一

九
九
八
年
度
中
に
更
に
縮
小
、
最
貧
層
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

方
策
を
模
索
さ
せ
て
い
る
。
九
八
年
六
月
に
小
林
医
師
が

実
情
の
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
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て
、
日
本
か
ら
の
補
給
を
、
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
機
能
障

害
を
抱
え
る
患
者
、
極
貧
層
、
無
医
地
区
の
住
民
の
診
療

に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

2

チ
ト
ラ
ー
ル
・
ラ
シ
ュ
ト
診
療
所

既
に
一
九
九
百
年
か
ら
調
査
を
開
始
、
夏
期
定
期
診
療

に
よ
る
偵
察
を
ほ
ぼ
完
了
さ
せ
た
。
九
八
年
六
月
よ
り
常

駐
基
地
を
設
営
開
始
。
早
け
れ
ば
一
九
九
九
年
一
月
か
ら

常
時
七
名
の
常
駐
態
勢
を
と
る
予
定
で
あ
る
。

コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
定
期
診
療

イ
ン
ダ
ス
・
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
地
域
は
深
い
山
岳
地
帯
で
、

狭
い
谷
あ
い
に
人
口
が
密
集
し
て
い
る
。
遠
隔
地
で
あ
る

と
共
に
、
治
安
の
面
か
ら
医
療
活
動
が
殆
ど
及
ん
で
い
な

い
。
一
九
九
七
年
二
月
の
偵
察
診
療
以
来
、
次
第
に
実
情

が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
一
大
多
発
地

帯
で
あ
る
と
同
時
に
、
腸
チ
フ
ス
・
マ
ラ
リ
ア
な
ど
感
染

症
の
巣
窟
で
あ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境
州
政
府
の
協

カ
で
、
放
置
さ
れ
て
い
る
B
H
u
(
B
a
s
i
c
H
e
a
l
t
h
 Unit) 

の
施
設
を
譲
り
受
け
、
駐
留
基
地
と
す
る
。
但
し
、
一
九

九
八
年
度
は
余
力
が
な
い
の
で
場
所
を
確
保
し
て
定
期
的

な
偵
察
診
療
を
重
ね
、
さ
ら
に
事
情
を
調
禾
且
す
る
。

診
療
助
手
の
養
成
・
教
育
態
勢
の
強
化

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
着
任
以
来
、
自
前
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
訓

練
は
、
絶
え
ざ
る
課
題
で
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
も

あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
P
M
S
病
院
の
建
設
に
よ
っ
て
、
教
育
ス
タ
ッ
フ
を

充
実
し
、
組
織
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
と
質
の
向
上
は

4
 

3
 

＊
会
報
の
発
送
費
に
、
年
間
百
万
円
以
上
が
か
か
っ

て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ
の
ハ
ガ

キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
古
切
手
は
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）

、
、
、

▼
未
使
用
の
切
手
・
ハ
ガ
キ
を
！
▲

日
本
か
ら
の
長
期
ワ
ー
カ
ー
増
員
と
待
遇
改
善

一
九
九
八
年
六
月
か
ら
、
藤
井
卓
郎
氏
（
三
十
万
歳
、

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
語
学
院
・
ウ
ル
ド
ゥ
語
科
を
卒
業
）
が

長
期
ペ
ー
ス
で
着
任
の
予
定
。

P
M
S
病
院
で
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
現
地
連
絡
員
の
任
に
当
た
る
。
今
後
と
も
、
長

期
ワ
ー
カ
ー
の
存
在
無
し
に
現
地
事
業
は
困
難
で
あ
る
の

で
、
彼
ら
が
安
心
し
て
長
期
の
仕
事
に
う
ち
こ
め
る
よ
う
、

十
分
な
配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
も
今
後

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

6
 

急
務
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
度
の
大
き
な
目
標
の
―
つ
に

掲
げ
て
い
る
。
年
度
末
ま
で
に
訓
練
生
二
十
五
ー
三
十
名

を
予
定
。
成
功
す
れ
ば
、
将
来
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興

に
も
必
ず
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ

年
度
末
ま
で
に
教
材
、
教
育
要
員
、
宿
泊
設
備
を
新
病

院
内
に
整
え
、
医
学
生
な
ど
の
短
期
研
修
受
け
入
れ
を
一

九
九
九
年
度
か
ら
実
施
予
定
。
現
地
と
日
本
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
最
近
増
加
し
て
い
る
マ

ラ
リ
ア
な
ど
「
輸
人
感
染
症
」
に
つ
い
て
充
分
に
学
ぶ
機

会
を
与
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

5
 

.

i

 ，
こ
の
数
年
、
南
へ
向
か
う
鴨
が
ふ
え
て
い
た
。

・

「
兄
貴
、
モ
ル
グ
・
ア
ウ
ィ
が
山
を
越
え
て
い
る
…
…
。
」
「
ア

c
 

2

．
ア
、
昨
日
も
見
た
…
…
。
」
「
オ
レ
達
も
ク
ナ
ー
ル
ヘ
戻
ろ
う
か

]

…
…
。
」
「
ウ
ン
、
そ
う
だ
な
：
．
．
．
．
。
」

＇

兄
弟
が
パ
ン
シ
ェ
ー
ル
側
で
エ
メ
ラ
ル
ド
掘
リ
の
手
伝
い
を

〖

始
め
て
十
六
年
が
過
ぎ
て
い
た
。

・

ク
ナ
ー
ル
川
西
岸
の
集
落
は
、
痕
跡
す
ら
な
か
っ
た
。
隣
人

『
だ
っ
た
姉
妹
と
は
親
が
決
め
た
幼
い
い
い
な
づ
け
同
士
だ
っ
た

～

が
、
そ
の
一
家
の
消
息
も
知
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。

一
九
八
二
年
五
月
の
あ
る
朝
、
兄
弟
は
オ
ト
リ
用
の
木
鴨
を

隣
の
谷
へ
届
け
る
こ
と
に
な
リ
、
桑
材
の
飾
リ
扉
を
背
に
ジ
ャ

ラ
ー
ラ
ー
ハ
ー
ド
ヘ
下
る
父
を
淵
の
岸
で
見
送
っ
た
。
そ
れ
が

c
 一

父
を
見
た
最
後
で
あ
る
。
こ
の
日
、
旧
政
府
軍
機
に
よ
る
ナ
パ
ー

ム
爆
撃
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

・

タ
ジ
ク
の
血
を
ひ
く
家
具
職
人
た
っ
た
父
の
も
と
で
、
十
オ

.『

を
過
ぎ
た
頃
、
兄
は
見
事
な
木
鴨
を
つ
く
っ
た
。
弟
は
、
石
を

•

1

積
ん
で
野
鴨
に
見
せ
る
の
が
得
意
だ
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ

.`

系
の
渓
流
で
は
、
逆
台
形
に
断
っ
た
丸
太
に
首
と
頭
に
見
た
て

．．
た
ふ
た
股
の
枝
を
つ
け
、
流
れ
に
支
柱
で
固
定
す
る
か
浅
瀬
の

石
を
重
ね
、
そ
れ
ら
し
く
見
せ
よ
う
と
す
る
の
が
一
般
的
な
デ

”. 

コ
イ
で
あ
る
。

．

浮
く
よ
う
に
つ
く
っ
た
兄
の
木
鴨
は
、
淵
に
漂
う
野
鴨
達
に
會
-

．

弟
の
石
鴨
は
岩
陰
に
睡
る
鴨
達
に
見
え
、
人
々
は
兄
を
「
チ
ュ
ー
・

・い

ビ
ィ
（
木
の
）
ム
フ
タ
ル
」
弟
を
「
サ
ン
ギ
ィ
（
石
の
）
マ
リ

.，

ク
」
と
呼
ん
で
き
た
の
だ
っ
た
。
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リ
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ンメ下

を：〈
、Iろ
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の
ム
フ
タ
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と
石
の
マ
リ
ク

表
紙
を
め
ぐ
る
小
さ
な
物
語
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(7) ペシャワール会報 No.56 1998年 7月 1日

•皿言漕嶋直＇遭

1997年度の診断実績は以下のとおりで、総計156,029名が診療を受けた。

総診療数 診療総数 156,029名

診療所／病院 外来数 外併治療 入院 鍼灸治療 巡圃診療

旧PLS病院（ベシャワール） 10,174 3,626 580 214 753 

旧JAMS病院（ベシャワール） 41,657 2,245 619 3,245 1,510 

ダラエ・ヌール診療所 30,363 1,861 

ダラエ・ピーチ診療所 32,131 1,358 

ヌーリスタン・ワマ診療所 24,452 1,241 

総計 138,777 10,331 1,199 3,459 2,263 

入院サービス内訳

旧PLS（ペシャワール）

旧JAMS（ベシャワール）

言：〗理学:[； I 医学生：；他134名

| PMS  (Peshawar-Ka| Japan MedlCaI ServICes) の現状I
現地プロジェクトと PMS新病院下の管理体制

ペシャワール会（日本本部・事務局）

Peshawar-kai(Japan) Medical Services 

---------；；̀院[［二］
9 1 

マスツジ基地
コーヒスタン基地
ラシュト診療所

ダラエ・ヌール診療所

ダラエ・ピーチ診療所 11
ヌーリスタン・ワマ診療所 ， I 

---（バキスタン・プログラム） --’ー（アフガニスタン・プログラム）一―-J

ペシャワール会・北西辺境州支部
福祉法人 PREP

(Peshawar-kal Rehabilitation Extension Programme) 

検査数内訳 検査総件数 65,549名

血液一般 尿一般 便一般 らい菌 ')→17こ7その他

旧PLS（ペシャワール） 1,266 1,315 976 444 226 775 

IBJ AMS（ベシャワール） 5,603 5,744 5,497 27 3,455 12,505 

ダラエ・ヌール 2,664 2,437 3,149 不明 94 502 

ダラエ・ピーチ 2,906 2,239 3,568 2 75 1,064 

ヌーリスタン・ワマ 2,773 2,638 3,166 不明 15 424 

総数 15,212 14,373 16,356 473 3,865 15,270 

＊入院サービス「JAMS・ その他」の内訳
X線単純写 3,090 肝機能など生化学的検査 1,176 

640 
175 
1,134 
898 

腹部エコー 2,766 胃内視鏡
心電図 929 病理組織検査
細菌学的検査 J,371 免疫学的検査
結核菌検査 326 その他

一PMS本院・ 分院／
合計 パキスタン計画 アフガニスタン計画

スクッフ総数 143名 67名（被調練生9名） 76名（うち5名が9月転出）
（うち医師） （20名） （8名） （12名）
(B本人） （ 3名） （3名） （なし）

一日外来診療能力 所在地
カバーする

人口

PMS本院
PMS分院 (JAMS)
ダラエ・ヌール診療所
ダラエ・ビーチ診療所
ヌーリスタン診療所
移動診療班
※2ラシュト診療所
マスッジ診療基地

※1100-150名 ベシャワール （不定）
約100名 ベシャワール （不定）
約100名 ニングラハル州 約20万名
約80名 クナール州 約10万名
約60名 ヌーリスタン・ワマ約 5万名
50-100名 （不定） （不定）
約50名 チトラール北都 約2万名

（ラシュトヘの中継甚地で特に診療行為は行わない。）

※1 実際は現在50名で、教育に時間を割いている。年度末に同能力に達する。
※2 ラシュト診療所は11月から予定。

一一九九七年度は、以下の人々が現地で協力を行った。全体に、現地体験と臨床経験の豊
富な長期ワーカーが増して、診療の質向上と共に、 PMS新体制発足に大きな頁献をした。
現地はもちろん、これら長期ワーカー達の協力なしに、この難局を乗り越えることは出来
なかっただろう。心から感謝したい。
今後、さらに日本側との交流を深め、新施設では日本人医療関係者の熱帯病や輸入感染
症などを学べる場を提供する予定。

名前

藤田千代子
小林晃
林達男
松本繁雄

派遣期間

1990年9月～現在
1997年2月～現在
1997年11月～98年4月
1998年3月～98年5月

庄
鍼灸師
検査技師

所属

元福岡徳洲会病院
徳之島徳洲会病院

元新光園勤務
元邑久光明園
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●1997年度中に
寄付をいただいた団体

（医）愛成会東野産婦人科
朝倉記念病院
油山病院
うら梅の郷会
（株）ヴィジュアルフォ ークロア
大分県立病院慄友会
大分県立病院院友会
脳手に支援会
粕屋歯科医師会
河合塾
閲酉揖中・揖高同窓会
閲酉学院宗教センター
雰謹学生自治会
九州テクシス（株）
北九州アジアを考える会
（社）北九州市八耀匹師会
北九州足立ライオンズクラブ
牒本 YWCA
久留米ユネスコ協会
香草含
古賀市役所
国際ソロプチミスト振岡南
ば｝際ソロプチ ミスト北九州一酉
国際ソロプチミスト福岡ー東
国際、ノロプチミスト日田
国立肥前療養所
培玉医療生活協同組合

｀愛和物流株式会社
正揖寺
島郷i周剤薬局
白石共立病院
駿台予備校市谷校舎
茜南学院高校母の会
西南女学院短大宗数主事室
茜南学院中学校母の会
茜南学院
西南学院経済学部 1年EBクラス
茜南高校インターアクトクラブ
西南女学院幼稚園
西南女学院大学
西南女学院高校
酉南学院中学
西隕高校生徒会
全逓侶労組愛知地区本部
全遁信労組熱田支部
貴和不動産
筑紫女学園中学，高校
東郷1言愛幼稚園
徳洲会 JAMSの会
憶之島徳洲会病院
内船寺帰人部
中地区労センター
名古屋サウスライオンズクラブ
名古屋徳洲会病院
名古展中ライオンズクラブ
（株）鳴滝組
野崎ネパールの会
席場病院と B. B．コ）レフコンペ
馬場病院互助会
檜原こひつじ幼稚園
揖高東京九栄コルフ会事務局
福岡高校生徒会
揖岡高校同窓会
日本基督教会櫂岡城南教会
揖岡桜ライオンス‘クラブ
揖岡女学院中学高校宗教部
揖岡女学院幼稚園
揖岡西ロータリークラブ
揖岡YWCA
揖中・揖高ゴルフ会
ポプラ平尾駅前店
毎日新聞大阪社会事業団
松ヶ丘病院
緑の丘いわと
八尾毎洲会病院理学療法室
鯰楽社
呑住ヶ丘パプテスト教会
香住ヶ丘パプテスト教会光の子
熊本白川教会
古賀五楽ケ丘キリスト教会
佐賀めぐみ伝這教会
品JI!バプテスト赦会婦人会
すみれの会
西南学院パプテスト教会
日本キリスト敦団仙川教会
大名町カトリ ック教会
日本基督教団 津屋崎教会
天神聖書集会
東八幡キリスト教会
襦岡国際キリスト教会
日本茎督教会褐岡城南教会
福岡聖書研究会
揖岡中央教会
樟岡中部教会壮年会
揖岡ベタニャ村伝道所
揖岡南教会
別府聖書研究会
日本キリスト教団幕張敦会

●1997年度ペシャワール会会計報告

一般会計

［収入の部］
1 会貨， 寄 附①
2 補助金等
うち外務省補助金
国際ポランティア貯金
救援財団等
事業収入等
うち絵ハガキ販売
講演会謝礼等
利息雑収入
マラリア基金繰入

年度収入計
前年度繰越

収入計

［支出の部］
1 現地協力$? 66,296,531 
うちl)JAMS運営費② 39,422,161 
2)PLS遥営費③ 20,190,067 
3)現地ワーカー費c 3,800,161 
4)渡航 n 1.220. 790 
5)通梢費 639,627 
6)国内活動飼 1,023,725 
広穀~ 2,311.026 
:Jt務局費 2,709,337 

年度支UI計 7]、316.894
次年度繰越 4,154,744 

支出計 75,471,638 

外務省補助金 •国際ポランティア貯金内訳
外務省補助金
JAMS遥営貨（パキスタン） 7,700,000 
国際ボランティア貯金
JAMS遥営貨（アフガニ スタン）
PLS運 営費

合計

3
 

4

5

 

2

3

 

特別会計「新病院建設基金」
［収入の部］
会費 •寄附

戸・個人

会貨，団体

寄 附・個人

寄附・団体

病院，個人

病院・団体

病院・非会

受取利息

年度収入計
前年度繰越

収入 ~t

［支出の部］
建設資金
送金手数料

支出計
次年度繰越

単位（万円）

9,000 

8,000., 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

1,000 

●事業の推移

35,691,750 
25,755,000 
7,770,000 
15,905,000 
2,150,000 
1,875,500 
150,000 
1. 725,500 
410,421 
8,445,687 

72,181,352 
3,290,286 

75,471,638 

10,842,000 
5,063,000 

15.905,000 

28,784,907 

6. 702,763 
13,024,134 
3,453.120 
2,301,698 
2,766,030 
182,000 
355,162 
11,319 

28. 796,226 
24.600,736 

53,396,962 

44,692,736 
50,355 

44.743,091 
8,653,871 

①
個
人
会
貝
―
一
九
六
八
件
、
団
体
一
三
一
件

②
J
A
M
S医
薬
品
、
人
件
貨
他

③
P
L
S医
薬
品
、
人
件
投
他

④
住
居
費
等

⑤
国
内
研
修
貨
用
、
講
渡
旅
費
等

,----------------------., 
： ●1997年度事業額 （支出ペース） ： 
: 71,316,894円

ヽ
I 

＇ I 

97
年
匿
会
計
輻
告

事務局費（家賃等）
2,709,337円
(3.80%) 

I

I

I
ー

1

J

円

一

費

1

)

-

3

%

-

動

ぷ

6

-

9

-

，
 

活

96麟／
＿

1

1

1

1

1

1

1

,

」

1

9

9
ー

，` 
一丁ヽー

7,131.7 

2,000., 

8, 292. 1 | 8, 3 56. 1 1 6, 6 2 9. 6 
7,739. 61(94,3%) 

(94.0%） （93. 0%） 

6,983. 7 
3,089.1 J 1(93. 1 %) 

|（93. 8%） 

4,994.1 
(93. 5%) 

＇ 84. 5 
戸(83.0% ）I`Vつ•J9U'l. 9%） 
゜瞑

5,339. 0 

1992 1993 1994 1995 1996 1997 

（個人会費寄
団休甜f寸

685 
55 
I,097 
91 
1.322 
98 
2、202
114 
2,722 
159 
3,096 3,503 
191 145 

＼
 牛
牛
‘,＇
’.1 

8

1
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建
設
資
金
1

約
＿

0
0
0
万
円
が
不
足

落
成
式
は
無
事
終
了

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
長
料
リ
ト
一
偲
〖

独
自
の
支
援
の
広
が
り
を
見
た
・し

年

●
円
安
、
長
雨
、

九
七
年
度
は

P
M
S
新
病
院
建
設
に
明
け
暮
れ
た
一
年

で
あ
っ
た
。
募
金
活
動
は
九
六
年
か
ら
始
ま
り
、
病
院
建

設
が
始
ま
っ
た
九
七
年
四
月
に
は
二
八

0
0
万
円
、
九
八

年
四
月
ま
で
に
は
更
に
一
―

1
0
0
0
万
円
が
集
ま
っ
た
。
当

初
は
州
政
府
か
ら
提
供
さ
れ
た
土
地
に
建
設
予
定
で
あ
っ

た
が
、
地
元
・
付
近
住
民
の
反
対
運
動
で
自
前
の
土
地
を

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
点
で
一

0
0
0
万
円
の

予
算
超
過
に
な
っ
た
。
ま
た
急
速
に
進
む
円
安
、
パ
キ
ス

タ
ン
の
イ
ン
フ
レ
で
建
設
予
算
の
五
五

0
0
万
円
で
は
不

足
す
る
事
態
と
な
り
、
現
時
点
で
は
す
べ
て
が
完
成
す
る

に
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
一
―

1
0
0
万
円
を
必
要
と
し
て

い
る
。財
政
の
不
足
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
記
録
的
な
長
雨
で
工
事
は
遅
れ
た
。
こ
の
た
め
に
教
育

部
門
と
ゲ
ス
ト
用
の
宿
泊
部
門
を
除
き
、
診
療
部
門
と
管

理
部
門
を
本
格
的
に
使
用
で
き
る
の
は
九
八
年
九
月
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
募
金
活
動
で
は
本
当
に
多
く
の
関
係
者
に
、
独
自

の
活
動
を
い
た
だ
い
た
。
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
岡
束
、
な

ら
び
に
南
の
方
々
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
中
村
医
師
の
出

身
地
で
あ
る
古
賀
市
の
方
々
に
は
同
級
生
が
中
心
と
な
っ

て
の
募
金
活
動
を
、
ま
た
名
古
屋
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
は
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
高
額
の
寄
付
を
、

さ
ら
に
地
元
の
鶴
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
継
続
事
業
と

し
て
宣
伝
•
寄
付
活
動
を
、
そ
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
名

古
屋
支
部
に
も
独
自
の
活
動
に
よ
り
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
た
だ
い
た
。
こ
の
他
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
善
意
の

活
動
が
、
個
人
や
団
体
を
通
し
て
こ
の
募
金
に
つ
な
が
っ
た
。

P
M
S
新
病
院
の
開
院
式
典
は
九
八
年
四
月
二
十
六
日

に
予
定
通
り
行
わ
れ
た
。
詳
し
い
報
告
は
他
に
ゆ
ず
る
が
、

日
本
か
ら
の
参
加
五
十
九
名
に
病
院
の
実
際
を
見
て
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
に
大
き
な
財
産
に
な

っ
た
。
全
て
が
完
成
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

こ
の
病
院
を
基
地
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
ア
フ
ガ
ン

難
民
へ
の
診
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
い
た
。

式
典
で
は
十
年
以
上
勤
続
の
九
人
、
新
病
院
建
設
の
功
労

者
の
十
三
人
を
表
彰
し
、
ま
た
新
病
院
体
制
の
人
事
も
、

中
村
P
M
S
病
院
長
、
小
林
副
院
長
、
シ
ャ
ワ
リ
分
院

(
J

A
M
S
)
院
長
、
ハ
ン
フ
リ
ー
事
務
部
長
、
ジ
ア
診
療
部

長
、
藤
田
看
護
部
長
を
公
の
場
で
任
命
し
た
。

九
七
年
三
月
に
J
A
M
S
の
シ
ャ
ワ
リ
医
師
、

P
L
S

の
ハ
ン
フ
リ
ー
氏
が
郵
政
省
の
招
き
で
来
日
し
た
。
こ
れ

イ
ン
フ
レ
の
余
波
を
受
け
て

H
格
的
な
病
院
移
転
は
九
月

こヽ共と事n"[ 
矢,“,’ 境辺西レ'3J

 
氏
而
凸
い
U
,

リ
医寸↓↑ 

フン
中む

st,
>

か
ら
の
事
業
に
お
い
て
パ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
協
力
は
必
須
の
も
の
で
あ
り
、
一
緒
に
来
日
し
た
こ
と

に
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
人
と
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
人
の
過
去
の
歴
史
や
民
族
的
な
対
立
感
情
の
中

で
、
こ
れ
を
統
合
し
て

P
M
S
新
病
院
と
す
る
に
は
困
難

も
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
こ
そ
日
本
人
の
存
在
の
意
義

や
役
割
が
あ
る
。
九
年
目
に
人
っ
た
看
護
婦
の
藤
田
千
代

子
さ
ん
、
九
七
年
五
月
か
ら
長
期
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
赴
任

し
た
小
林
晃
医
師
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
で
鍼
治
療
も
さ
れ

る
林
さ
ん
、
技
術
指
導
で
短
期
赴
任
の
検
査
技
師
・
松
本

さ
ん
な
ど
、
中
村
医
師
だ
け
に
依
存
し
て
い
た
人
の
交
流

と
支
援
の
層
が
厚
く
な
っ
た
一
年
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
会
貝
四

0
0
0
人
と
、
支
援
の
輪
が
広

が
る
中
で
、
日
本
側
の
事
務
局
体
制
も
パ
ン
ク
寸
前
で
、

若
干
過
労
気
味
で
あ
る
。
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
力
や
、
会
計
処
理
、
資
料
の
整
理
な
ど

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
る
。
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私
た
ち
五
十
九
名
の

一
行
は
、
去
る
四
月
二
十
六
日
行

わ
れ
た

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
病
院

開
院
式
に
出
席
す
る
た
め
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
訪
れ
た
。

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
見
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
あ
る
。
と

う
と
う
や
っ
て
来
た
、
と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
。

地
下
一
階
、
地
上
二
階
、
建
坪
延
ベ
一
千
坪
の

P
M
S

病
院
は
、
敷
地
の
二
千
坪
と
と
も
に
す
べ
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
を
通
じ
て
全
国
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
は
、
こ
こ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
地
に
、
自
前
の
土
地
、
自

前
の
建
物
と
し
て

P
M
S
病
院
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
前
夜
の
雷
雨
が
嘘
の
よ
う
に
晴
れ
上
が
っ
た
青

空
の
下
に
堂
々
た
る
構
え
で
立
つ
病
院
を
仰
ぎ
見
て
、
私

は
大
き
な
感
動
と
感
謝
の
思
い
で
し
ば
し
立
ち
尽
く
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
傍
ら
に
立
つ
中
村
君
の
面
差
し
に
、
こ

こ
数
日
の
不
眠
不
休
の
疲
れ
や
式
典
へ
の
緊
張
感
と
共
に
、

十
五
年
の
歳
月
の
重
み
と
苦
闘
の
陰
を
見
て
胸
が
痛
ん
だ
。

思
え
ば
一
九
八
三
年
、
彼
が
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医

療
協
力
会

(Jocs)
の
派
遣
医
と
し
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
ら
い
病
棟
に
勤
務
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
九
月
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
発
足
し
て
十
五
年

感
動
に
立
ち
尽
く
す

十
五
年
の
歳
月
の
甫
み

•
P
M
S
新
病
院
開
院
式
に
参
加
し
て

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長

高
松
勇
雄

が
経
過
し
た
。
そ
し
て
翌
年
五
月
二
十
八
日
、
彼
が
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
の
門
を
く
ぐ
っ
て
か
ら
の
十
四
年
間
の
活
動

は
、
年
四
回
発
行
さ
れ
て
き
た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
に
詳

し
い
。
そ
れ
は
活
動
と
い
っ
た
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
苛
酷
な
自
然
、
複
雑
な
民
族
、
熾
烈
な
戦
争
の

中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
血
み
ど
ろ
の
活
動
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
彼
の
言
葉
が
日

本
全
国
の
人
々
を
動
か
し
、
現
地
の
人
々
の
信
頼
を
得
て
、

今
日
の
開
院
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

次
の
三
十
年
を
見
据
え
て

し
か
し
中
村
君
の
思
い
は
過
去
の
事
績
へ
の
感
傷
に
ひ

た
る
暇
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
三
十
年
を
見
据
え
て
い
る
。

歴
史
上
何
人
も
成
功
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
わ
れ
る
現
地

の
他
民
族
で
の
共
同
作
業
を

P
M
S
病
院
で
実
現
さ
せ
る

の
が
、
彼
の
、
そ
し
て
我
々
の
こ
れ
か
ら
の
使
命
な
の
で

あ
る
。
開
院
式
の
晩
、
地
元
の
人
た
ち
が
「
宮
殿
の
よ
う

な
」
と
形
容
す
る
パ
ー
ル
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、

北
西
辺
境
州
政
府
首
相
招
待
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
た
。
首

相
の
横
に
座
ら
さ
れ
た
私
に
中
村
君
が
そ
っ
と
囁
い
た
。

「
こ
の
仕
事
の
お
陰
で
私
は
乞
食
に
も
天
皇
陛
下
に
も

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

P
M
S
病
院
を
御
殿
の
よ
う

な
病
院
に
し
て
み
せ
ま
す
よ
。
」

叫

E

彼
の
こ
の
情
熱
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
私
は
秘
か
に
脱
帽
し
た
。
そ
し
て
彼
の

r
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
に
て
」
の
冒
頭
の
文
章
を
思
い
出
し
た
。

「
目
を
射
る
純
白
の
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
（
山
）
は
神
々

し
く
輝
い
て
い
る
。
荒
涼
た
る
岩
石
沙
漠
に
点
在
す
る
緑

の
村
々
は
、
さ
な
が
ら
苛
酷
な
自
然
に
ひ
れ
ふ
し
て
寄
生

す
る
人
間
の
鳥
轍
図
で
あ
る
。
私
は
山
と
対
話
す
る
。
我
々

は
地
表
を
は
う
虫
け
ら
に
す
ぎ
ぬ
。
い
か
な
る
人
間
の
営

み
も
あ
な
た
の
前
に
は
無
に
等
し
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も

自
分
が
逆
ら
え
ぬ
摂
理
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
喜
ん
で

義
務
を
果
た
す
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
の
情
景
と
無
言
の
対

話
は
今
で
も
幻
覚
の
よ
う
に
鮮
明
に
脳
裡
に
や
き
つ
い
て

い
る
。
」
中
村
君
は
こ
の
時
、
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
の
神
様
に
楳

髪
を
掴
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。

文
字
ど
お
り
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
節
目
と
な
っ
た

P
M

s病
院
の
開
院
式
を
無
事
終
え
て
、
改
め
て
今
日
ま
で
ご

支
援
、
ご
尽
力
下
さ
っ
た
全
国
の
会
員
の
皆
様
方
、
事
務

局
の
方
々
、
ま
た
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
々
に
衷
心
よ
り

感
謝
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

中村医師に任命証を渡す高松会長
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
こ
ち
ら
で

は
と
う
と
う
猛
暑
が
始
ま
り
ま
し
た
。
例
年
で
は
四
月
下

旬
ご
ろ
よ
り
暑
く
な
り
始
め
る
の
で
す
が
、
今
年
は
四
月

下
旬
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
、
雨
が
多
く
大
変
過
ご
し
や

す
か
っ
た
の
で
す
が
、
五
月
下
旬
頃
か
ら
、
急
に
暑
く
な

り
始
め
ま
し
た
。
気
温
は
四
五
度
に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
部
屋
の
中
の
温
度
計
が
四

0
度
以
上

を
さ
す
こ
と
も
稀
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
頑
強
を

誇
っ
た
私
の
お
腹
も
こ
の
暑
さ
の
た
め
か
、
ア
メ
ー
バ
赤

痢
に
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
無
理
を
押
し

て
病
院
に
出
て
い
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
ダ
ウ
ン
し
て
し

ま
い
、
し
ば
ら
く
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
メ
ー
バ
赤
痢
は
日
本
で
は
法
定
伝
染
病
で
す
の
で
、

日
本
で
発
病
す
る
と
、
隔
離
さ
れ
、
家
中
が
消
毒
さ
れ
て

大
隆
ぎ
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
で
は
よ
く
あ
る

病
気
で

H
本
の
外
来
に
お
け
る
風
邪
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

発
展
途
上
国
で
は
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の
嚢
子
を
持
ち
、
菌

と
仲
良
く
共
生
し
て
い
る
人
々
は
約
五

0
％
に
達
す
る
と

猛
暑
到
来

●
ワ
ー
カ
ー
通
信
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一

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
早
期
に
治
療
す
る
と
ほ
と
ん

ど
治
る
病
気
で
す
の
で
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
で
寝
て
い
る
最
中
に
、
『
城
下
の
人
石
光
真
清
の

手
記
』

（全
四
巻
、
中
公
文
庫
）
と
い
う
本
を
興
味
深
く

読
み
ま
し
た
。
中
村
先
生
の
こ
ち
ら
で
の
仕
事
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に
遭
遇
し
た
と
き
に
冷

静
に
情
勢
を
分
析
し
て
判
断
す
る
と
こ
ろ
、
人
に
対
す
る

情
け
の
深
さ
な
ど
、
主
人
公
と
よ
く
似
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
人
々
と
、
本
に
出

て
く
る
登
場
人
物
の
、
単
純
で
怒
り
っ
ぽ
い
で
す
が
義
理

人
情
に
あ
つ
い
と
こ
ろ
等
の
人
間
模
様
も
大
変
似
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
本
の
主
人
公
は
明
治
か
ら
昭
和
の
初
め

に
か
け
て
の
波
乱
に
満
ち
た
満
州
に
お
け
る
諜
報
活
動
、

中
村
先
生
は
医
師
、
と
い
う
職
業
の
違
い
が
あ
り
、
当
然

な
が
ら
話
の
筋
も
違
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
の
主
人
公
が
、

馬
賊
の
頭
目
の

一
人
で
あ
る
増
世
策
と
い
う
登
場
人
物
と

交
流
を
重
ね
、
心
腹
を
開
い
て
協
議
を
す
る
所
な
ど
は
、

こ
ち
ら
で
の
活
動
に
お
い
て
様
々
な
現
地
の
人
々
と
協
議

す
る
中
村
先
生
の
姿
と
大
変
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
現
在
の
日
本
の
よ
う
な
平
和
な
時
代
と
違
い
、
い
い

意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
、
明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か

け
て
の
人
は
波
乱
に
満
ち
た
、
大
変
な
人
生
を
送
っ
た
も

の
で
す
。
さ
ら
に
粋
な
人
が
た
く
さ
ん
い
た
も
の
だ
と
感

心
し
ま
し
た
。
妻
に
聞
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
で
最
近

テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
本
の
方
が
ず
っ
と
面

白
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

中
村
先
生
の
著
作
の
フ
ァ
ン
の

一
人
と
し
て
、
先
生
に

も
こ
ち
ら
で
の
体
験
を
、
も

っ
と
文
章
に
書
い
て
い
た
だ

＊
 

き
た
い
と
顧
う
の
で
す
が
、
先
生
の
行
動
を
目
の
当
た
り

に
し
、
会
計
、
交
渉
、
来
客
の
接
待
、
そ
れ
に
募
金
集
め

等
、
あ
ま
り
に
も
医
者
以
外
の
仕
事
が
多
す
ぎ
て
、
今
は

そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
の
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
あ
の
文
オ
を
放
っ
て
お
く
の
は
至
極

残
念
な
と
こ
ろ
と
感
じ
、
私
が
中
村
先
生
に
「
も
っ
と
文

章
を
書
い
て
下
さ
い
」
と
け
し
か
け
た
と
こ
ろ
、
「
早
く

工
事
現
場
監
督
ま
が

い
の
仕
事
か
ら
離
れ
、
医
者
に
戻
る

の
が
先
決
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
の
九
月

よ
り
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
の
外
語
学
校
で
ウ
ル
ド
ゥ
語
を
修

め
ら
れ
た
藤
井
さ
ん
と
い
う
方
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の シャワリ医師と回診を行う小林医師
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「
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
優
秀
な
ほ
う
」

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
支
部
責
任
者
と
し
て
来
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

で
先
生
の
負
担
も
大
い
に
軽
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
生
も
先
日
、
藤
井
さ
ん
と

お
会
い
し
、
「
お
お
、
藤
井
さ
ん
が
光
っ
て
見
え
る
」
と

大
い
に
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
先
日
四
月
二
十
六
日
、
無
事
に
開
院
式
が
終
わ
り

ま
し
た
。
日
本
大
使
お
よ
び
北
西
辺
境
州
の
大
統
領
も
参

加
さ
れ
、
日
本
か
ら
も
大
勢
の
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

北
西
辺
境
州
の
大
統
領
が
、
ス
ピ
ー
チ
で
、
原
稿
に
な
い

こ
と
で
す
が
と
断
り
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
大
勢
の

N

G
O
が
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
中
で
、
長
期
に
わ
た
り
、

純
粋
に
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
、
掘
患
者
の
た
め
に
働
い

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
は
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

夜
の
パ
ー
テ
ィ
に
は
北
西
辺
境
州
の
首
相
、
厚
生
省
か

ら
も
招
待
を
受
け
ま
し
た
。
官
民
両
方
か
ら
支
持
を
受
け
、

協
力
体
制
は
万
全
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
が
大
変

で
す
。
残
り
の
建
設
、
中
身
の
充
実
な
ど
問
題
が
山
積
み

で
す
。
開
院
式
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
必
死
で
突
貫
工
事

を
慣
行
し
ま
し
た
が
、
後
に
点
検
し
ま
す
と
、
一
部
工
事

の
欠
陥
が
み
ら
れ
た
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た
予
算
を

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
ま
し
た
。

当
初
、
五
月
に
新
病
院
へ
の
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
工
事
が
遅
れ
、
九
月
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
対
し
て
不
満
を
の
べ
る
ス
タ

ッ
フ
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、

工
事
が

一
年
二
年
遅
れ
る
の
は
、
こ
ち
ら
の
社
会
で
は
よ

く
あ
る
こ
と
で
、
「
我
々
の
新
病
院
は
パ
キ
ス
タ
ン
国
内

J
A
M
S
よ
り
来
た
医
師
た
ち

の
建
築
と
し
て
は
、
大
変
優
秀
な
ほ
う
だ
」
と
み
ん
な
が

言
っ
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
こ
ち
ら
は
日
本
的
せ
っ
か
ち

主
義
は
通
用
し
な
い
と
こ
ろ
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

中
村
先
生
は
、

「今
後
何
十
年
に
わ
た
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
活
動
の
基
地
と
な
る
所
な
の
で
、
慎
里
に
残
り
の
エ

事
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、

P
M
S
の
方
は
新
病
院
に
向
け
て
新
し
い
医
師
が
、

J
A
M
S
よ
り
四
人
来
ら
れ
ま
し
た
。
カ
ー
プ
ル
大
学
卒
業

の
若
い
秀
オ
、
ズ
ベ
イ
ッ
ド
ラ
ー
医
師
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
卒

業
の
勉
強
家
、
ア
フ
マ
ッ
ド

・
ジ
ア
医
師
、
病
理
担
当
の
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
医
師
、
そ
れ
に
日
本
人
そ
っ
く
り
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
ハ
ザ
ラ
族
の
デ
ィ
ン
・
モ
ハ
マ
ッ
ド
医
師
で
す
。
こ

れ
で
医
師
は
中
村
先
生
と
私
を
含
め
て
九
人
に
な
り
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
医
師
に
な
る
の
は
大
変
難
し
い
ら

し
く
、
ア
フ
ガ
ン
全
国
で
選
抜
に
選
抜
を
重
ね
て
、
選
び

抜
か
れ
た
秀
才
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
戦
乱
の
た

め
ま
と
も
に
臨
床
教
育
を
受
け
て
い
な
い
た
め
か
、
日
本

の
研
修
医
の
よ
う
に
、
知
識
は
あ
り
ま
す
が
実
際
の
臨
床

と
は
余
り
結
び
つ
か
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
さ
ら

に
基
本
的
な
清
潔
操
作
も
ま
と
も
に
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
、
み
て
い
る
と
冷
や
冷
や
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
症
例
検
討
会
な
ど
の
機
会
を
与
え
る
と
大
変
熱
心

に
勉
強
し
、
そ
の
秀
オ
の
片
鱗
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り
、

将
来
が
大
変
楽
し
み
で
す
。

若
い

二
十
八
歳
の
ズ
ベ
イ
ド
ッ
ラ
ー
医
師
は
、
ア
フ
ガ

ン
国
内
の
混
乱
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
の
た
め
か
、
顎
髭
に
円

形
脱
毛
症
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
大
変
男
前
で
、
外
来
で

は
若
い
女
性
患
者
か
ら
多
く
の
指
名
が
あ
り
ま
す
。
お
し
ゃ

れ
で
い
つ
も
髪
型
は
き
ち
っ
と
し
て
お
り
、
い
つ
も
し
ゃ

れ
た
服
を
着
て
い
ま
す
。
茶
飲
み
話
で
、
「
中
村
先
生
も
少

し
見
習
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
誰
か
が
遠
慮
が
ち

に
言
っ
た
と
こ
ろ
、
み
ん
な
が

一
勢
に
頷
い
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
彼
に
腹
部
エ
コ
ー
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
飲
み
込
み
が
早
く
ど
ん
ど
ん
上
達
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ン
モ
ハ
マ
ッ
ド
医
師
は
五
十
歳
近
い
年
齢
で
、
今

回
の

J
A
M
S
に
お
け
る
医
師
の
人
員
整
理
の
対
象
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
英
語
は
全
然
駄
目
で
、
医
者
と
し
て
の

能
力
も
も
う

―
つ
で
す
が
、
性
格
は
大
変
よ
ろ
し
く
、
し

か
も
日
本
人
に
大
変
似
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
う
し
て

も
気
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
私
情
は
禁
物
で
す
が
と
断
っ

た
上
で
、
中
村
先
生
に
ク
ビ
に
な
ら
な
い
方
法
は
な
い
か

と
頼
み
込
み
ま
し
た
。
中
村
先
生
も
気
に
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
「
将
来
ら
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
に
お
い
て
、
ハ

ザ
ラ
族
の
い
る
バ
ー
ミ
ヤ
ン
に
行
く
と
き
に
役
立
つ
か
も

し
れ
な
い
し
、
日
々
の
忙
し
い
病
院
生
活
の
中
で
、
何
人

か
は
、
の
ん
び
り
と
い
る
だ
け
で
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
人

材
も
必
要
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
医
者
と
し
て
で

は
な
く
、
薬
局
長
と
し
て

P
M
S
に
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
来
て
一
生
懸
命
英
語
で
話
そ
う
と
努
力
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
薬
の
整
理
を
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
習
い
た
い
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
デ
ィ

ン
医
師
は
、
左
手
が
不
自
由
な
の
で
す
が
、
戦
場
で
患
者

の
治
療
を
し
て
い
る
と
き
に
左
肩
に
銃
弾
を
受
け
た
そ
う

で
す
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
よ
う
な
優
し
い
顔
を
し
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
大
変
勇
敢
な
人
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
い

つ
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
デ
ィ
ン
先
生
の

案
内
で
、
ら
い
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
計
画
の
一
環
と
し
て
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
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に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
九
月
に
は
、
医
師
の
募
集
を
し
、
そ
の
中
で
、

試
験
・
面
接
を
行
い
、
優
秀
か
つ
人
間
性
の
良
い
若
い
医

師
を
四
人
募
集
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
病
院

で
も
そ
う
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
同
じ
面
々
で
、
や
る
気

の
あ
る
若
い
医
師
が
入
ら
な
い
と
病
院
が
停
滞
す
る
、
と

中
村
先
生
が
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
し
た
。

患
者
た
ち
の
「
そ
の
後
」

さ
て
先
日
の
会
報
で
害
き
ま
し
た
、
右
足
が
腐
っ
て
と

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
患
者
で
す
が
、
右
足
の
切
断
手
術

を
し
た
と
こ
ろ
、
術
後
血
流
が
悪
い
た
め
か

一
部
感
染
を

お
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
患
者
は
こ
の
ま
ま
右
足
が
腐

っ
て
ど
ん
ど
ん
無
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
絶
望

六
月
中
旬
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ー
プ
ル
に
お

新
時
代

的
に
な
り
、
大
の
男
が
声
を
出
し
て
涙
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
持
続
洗
浄
を
し
、
抗
生
物
質
を
変
え
た
と

こ
ろ
、
よ
う
や
く
感
染
も
治
ま
り
、
條
口
が
閉
じ
、
患
者

か
ら
も
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
再
び
独
力
で
歩
け
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
同
じ
く
前
回
書
き
ま
し
た
腸
チ
フ
ス
の
四
歳
の

患
者
は
、
そ
の
後
元
気
に
退
院
し
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

し
て
腰
が
痛
い
と
の
こ
と
で
、
わ
ざ
わ
ざ
イ
ス
ラ
マ
バ
ー

ド
近
く
の
村
か
ら
父
親
が
子
供
を
連
れ
て
来
院
し
て
く
れ

ま
し
た
。
父
親
が
あ
の
と
き
の
感
謝
を
述
べ
、
父
親
に
う

な
が
さ
れ
、
子
供
が
私
に
恥
ず
か
し
そ
う
な
顔
を
し
て
握

手
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
々
回
書
き
ま
し
た
、
て
ん
か
ん
重
積
発
作
を

起
こ
し
て
入
院
し
、
元
気
に
退
院
し
た
十
五
歳
の
女
の
子

の
患
者
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。
あ
る
時
、
肩
が
痛
い
と
い
う
の
で
母
親
と
共
に
来

院
さ
れ
、
そ
の
後
の
患
者
の
様
態
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
母

親
が
夜
中
に
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
に
気
が
付
い

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
患
者
は
以
前
同
じ
症
状
で
公

営
の
病
院
に
連
れ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
患
者
は
も

う
す
ぐ
死
ぬ
か
ら
連
れ
て
帰
り
な
さ
い
」
と
見
放
さ
れ
た

患
者
で
し
た
。
そ
の
後
我
々
の
病
院
に
連
れ
て
き
て
、
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
の
、
不
器
用
で
す
が
献
身
的
な
治
療
で
良

く
な
っ
た
患
者
で
す
。
母
親
は
娘
を
亡
く
し
、
悲
し
そ
う

で
し
た
が
、
あ
の
と
き
の
我
々
の
努
力
に
対
し
て
礼
を
述

ベ
帰
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

け
る
診
療
所
建
設
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
、
診
療
部
長

の
デ
ィ
ア
先
生
と
一
緒
に
、
カ
ー
ブ
ル
周
辺
の
状
況
調
査

に
行
き
ま
す
。
そ
の
後
、
ら
い
の
多
発
地
帯
で
あ
る
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ワ
ハ
ン
回
廊
近
く
の
ラ
シ
ュ
ト
村
に
再

び
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
か
ね
て
、

今
後
の
本
格
的
な
常
駐
体
制
で
の
診
療
を
開
始
す
る
た
め

の
、
診
療
所
の
建
設
現
場
を
探
し
に
行
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
寵
の
多
発
地
帯
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
で
は
、

政
府
の
診
療
所
が
正
式
に
貸
し
出
さ
れ
る
許
可
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
診
療
所
は
十
年
以
上
前
か
ら
、

政
府
が
医
師
を
迎
え
る
た
め
に
建
て
た
も
の
で
す
が
、
全

く
希
望
者
が
な
い
た
め
、
長
期
間
放
骰
さ
れ
て
い
た
建
物

の
よ
う
で
す
。
大
都
市
で
は
医
者
が
余
っ
て
い
る
の
に
、

地
方
に
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
医
師
が
足
り
な
い
よ

う
で
す
。
こ
ち
ら
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、
日
本
で
も
同

じ
よ
う
な
も
の
で
す
。
と
に
か
く
、
新
病
院
の
建
築
の
他

に
、
新
診
療
所
の
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
中
村

先
生
は
、
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
そ
ろ
そ
ろ
新
時
代
に
入

り
か
け
て
い
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
私
は
、
七
月
に
帰
国
し
、
し
ば
ら
く
徳
之
島
で
働

か
せ
て
い
た
だ
き
、
九
月
に
妻
と
子
供
二
人
を
連
れ
て
再

び
こ
ち
ら
に
戻
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
最
近
パ
キ
ス
タ
ン
、

イ
ン
ド
の
両
国
で
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
キ

ス
タ
ン
国
内
の

N
G
o
も
こ
の
こ
と
で
撤
退
を
開
始
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
中
村
先
生
は
「
我
々

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
従
来
の
方
針
通
り
、
政
治
、
宗
教
に

は
関
知
せ
ず
、
患
者
の
た
め
に
活
動
を
続
け
る
」
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
、
困
っ
て
い
る
患
者
に
は
政
府

間
の
問
題
な
ど
全
く
関
係
の
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と

で
患
者
に
影
響
が
出
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
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核
実
験
を
め
ぐ
っ
て

安
否
を
た
ず
ね
る
日
本
か
ら
の
電
話
が
、
一
日
に
何
本

も
嗚
り
始
め
ま
し
た
。
イ
ン
ド
に
続
き
、
考
え
る
間
も
な

く
パ
キ
ス
タ
ン
が
核
実
験
を
し
た
か
ら
で
す
。
連
日
、
新

聞
に
は
核
実
験
が
成
功
し
た
こ
と
を
神
に
感
謝
す
る
祈
り

を
す
る
人
々
の
写
真
や
、
教
授
と
呼
ば
れ
る
偉
い
人
た
ち

が
、
「
良
い
こ
と
を
し
た
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
す
る
記
事

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
驚
い
た
の
は
、
実
験
の
あ

っ
た
バ
ル
チ
ス
タ
ン
で
、
実
験
地
か
ら
避
難
し
て
い
る
女

性
や
子
ど
も
た
ち
が
、
み
な
結
婚
式
の
時
に
着
る
キ
ラ
キ

ラ
し
た
お
し
ゃ
れ
着
を
身
に
つ
け
て
、
嬉
し
そ
う
に
チ

ャ
ー
ル
パ
イ
に
座
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

で
は
、
若
者
が
バ
ス
の
中
に
も
天
井
に
も
ぎ
っ
し
り
乗
っ

て
、
ピ
ー
ピ
ー
ワ
ー
ワ
ー
騒
ぎ
な
が
ら
、
車
に
大
き
な
国

旗
を
掲
げ
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
さ
え

こ
う
で
す
か
ら
、
大
都
市
の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
、
カ
ラ
チ
、

ラ
ホ
ー
ル
で
は
も
っ
と
激
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ラ

ジ
オ
で
は
有
名
な
議
員
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
「
こ

れ
で
我
が
国
が
他
の
国
よ
り
小
さ
い
と
い
う
こ
と
は
な
く

な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
識
字
率
数
％
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
の
国
で
、
ど
の
く
ら
い
の
人
々
が
、
核
の
恐
ろ

し
さ
や
意
味
、
実
験
後
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
を

理
解
し
て
い
る
の
か
…
…
。

国
が
二
つ
あ
る
よ
う
な
所

パ
キ
ス
タ
ン
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
分
か
っ
て
き
た
こ
と
は
、
貧
富
の
差
が
余
り
に

も
大
き
い
こ
と
で
し
た
。
宮
殿
の
よ
う
な
所
に
住
み
、
召

使
い
を
何
人
も
抱
え
て
い
る
家
が
あ
れ
ば
、
テ
ン
ト
で
生

活
し
て
い
た
り
、
山
岳
地
方
の
ら
い
の
患
者
さ
ん
の
ほ
っ

た
て
小
屋
の
よ
う
な
家
も
あ
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
も
そ

う
い
う
人
た
ち
は
大
勢
い
ま
す
。
数
年
前
、
こ
ち
ら
で
も

衛
星
放
送
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い

る
高
級
住
宅
街
で
は
、
殆
ど
の
家
に
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

が
付
い
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
国
と
い
う
こ
と
で
、
国

営
放
送
で
は
、
ド
ラ
マ
の
ラ
ブ
シ
ー
ン
や
、
他
国
の
ホ
テ

ル
案
内
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
す
る
女
性
の
身
体
に
は
必
ず
モ

ザ
イ
ク
を
入
れ
て
放
送
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
衛
星

放
送
で
は
何
も
か
も
が
そ
の
ま
ま
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
、
そ
れ
を
見
て
い
る
の
は
金
持
ち
で
あ
り
、
知
識
人
な

の
で
す
。
こ
ん
な
所
も
あ
れ
ば
、
私
た
ち
が
三
年
前
か
ら

診
療
を
始
め
て
い
る
医
療
過
疎
地
の
ラ
シ
ュ
ト
に
は
電
気

も
ガ
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
は
「
ド
ク
タ
ー
マ
ン
デ
ィ
ー
（
医
者

の
市
場
）
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
「
ド
ク
タ
ー

マ
ン
デ
ィ
ー
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
あ
る
ビ
ル
で

は
一
階
が
す
べ
て
薬
屋
に
な
っ
て
い
て
、

二
階、

三
階、

四
階
す
べ
て
の
各
部
屋
に
医
師
が
い
て
、
診
療
を
し
て
い

る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
診
療
代
は
と
て
も
高
く
、
こ
う
い

う
ビ
ル
が
い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。
あ
ま
り
の
貧
富
の
差

に
驚
い
て
、
私
は
赴
任
当
時
か
ら
、
こ
こ
は
二
種
類
の
人

間
が
は
っ
き
り
別
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
国
だ
と
か
、
国

が
一
―
つ
あ
る
よ
う
な
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
が
関
わ
る
相
手
は
、
病
気
を
治
し
た

く
て
も
病
院
に
行
く
バ
ス
賃
が
な
い
、
診
察
を
受
け
た
＜

て
も
検
査
代
が
な
い
、
医
師
に
処
方
箋
を
書
い
て
も
ら
っ

て
も
そ
の
薬
を
買
う
お
金
が
な
い
、
手
術
代
が
な
い
、
注

射
液
は
買
え
た
け
ど
注
射
器
が
買
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
、

貧
し
い
人
た
ち
だ
と
思
い
な
が
ら
、
今
ま
で
や
っ
て
き
て

い
ま
す
。

スタッフと打ち合わせをする藤田看護婦
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パ
キ
ス
タ
ン
は
今
度
の
核
実
験
で
、
数
力
国
か
ら
の
経

済
制
裁
を
受
け
、
今
ま
で
の
イ
ン
フ
レ
が
さ
ら
に
続
き
、

医
療
か
ら
遠
か
っ
た
人
た
ち
は
ま
す
ま
す
遠
ざ
け
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
、
国
の
た
め
に
、

国
民
の
た
め
に
と
発
言
し
て
い
る
人
々
は
、
大
抵
、
み
な

お
金
持
ち
だ
か
ら
、
風
邪
を
ひ
い
て
も
す
ぐ
面
名
な
医
師

に
診
療
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
。

本
当
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
は
昔
か
ら
同
じ
よ
う
に
困

っ
て
い
る
人
た
ち
で
、
だ
か
ら
こ
そ
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が

こ
こ
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
N
G
0
の
底
力

の
出
し
時
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
国
と
国
で
は
他
国
と

の
関
わ
り
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
良
い
対

策
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、
日
本
人
の
一
人
一
人
の
気

持
ち
を
、
こ
の
国
の
一
人
一
人
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
な

の
で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
、
医
療
を
通
し
て
や
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
国
や
政
治
を
変
え
よ
う
と
考
え
て
行
動
し

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
目
の
前
で
困
っ
て
い
る
人

一
人
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
。
今
こ
そ
、
そ

の
言
葉
の
意
味
を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

中
村
先
生
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
ど
う
の
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン

ド
が
ど
う
の
と
言
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
私
た
ち
ゃ
目
の
前

の
患
者
が
良
う
な
っ
て
、
喜
ん
で
村
に
帰
れ
ば
、
そ
れ
で

い
い
っ
ち
ゃ
ろ
•
•
•
…
」
。

国
や
政
治
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
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し

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
員
の
皆
様
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

、。カ
パ
キ
ス
タ
ン
は
天
候
異
常
で
、
近
年
に
無
い
長
雨
で
病

院
建
設
が
少
々
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
計
画
の
八

0
パ
ー
セ

ン
ト
の
工
程
で
す
が
、
落
成
式
は
昨
年
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
通
り
、
四
月
二
十
六
日
、
日
本
よ
り
会
員
の
方
々
が

六
十
名
ほ
ど
の
参
加
で
、
盛
大
に
と
り
お
こ
な
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
病
院
の
工
事
は
現
在
も
進
ん
で
い
ま
す
。

小
生
は
五
月
四
日
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
報
の
五
五
号
で
報
告
し
た
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

ト
ム
君
の
そ
の
後
で
す
が
、
四
月
七
、
八
、
九
日
が
パ
キ

ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
教
の
社
会
で
は
お
祭
り
に
入
り
ま
す
。

入
院
中
の
患
者
さ
ん
も
家
で
そ
の
お
祭
り
を
祝
う
と
の
こ

と
で
、
家
に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
ト
ム
君

も
五
日
に
家
に
帰
る
の
だ
と
、
私
服
に
着
替
え
て
大
変
嬉

し
そ
う
で
す
。
記
念
に
と
思
っ
て
親
子
の
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。
小
生
は
祭
が
終
わ
っ
た
な
ら
直
に
帰
院
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小
生
が
帰
国
す
る
ま
で
帰
院
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
ト
ム
君
と
過
ご
し
た
ニ
カ
月
間
は
楽
し
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
小
生
が
ア
フ
ガ

一

故郷カープルヘ帰る直前のトム君（右はお父さん）

ニ
ス
タ
ン
に
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、
近
い
将
来
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
平
和
が
訪
れ
た
と
き
に
は
、
カ
ー
ブ
ル
の
ト

ム
君
を
訪
ね
て
い
け
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
五
六
号

の
会
報
に
ト
ム
君
の
そ
の
後
の
報
告
を
と
思
っ
て
筆
を
と

り
ま
し
た
が
、
胸
が
一
杯
に
な
り
、
書
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
今
回
の
報
告
は
ト
ム
君
の
治
療
経
過
を
写
真
で
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
悪
し
か
ら
ず
お
許
し
下
さ
い
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
現
地
活
動
を
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
九
八
年
五
月
二
十
九
日
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名
古
屋
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
、
中
村
先
生

と
の
結
び
つ
き
は
、
村
井
瀞
一
さ
ん
や
名
古

屋
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
介
し
て
十

―
―
一
年
前
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の

流
れ
を
定
着
、
整
備
す
る
た
め
に
支
部
を
作

っ
た
の
が
九
十
六
年
二
月
の
こ
と
で
し
た
。

名
古
屋
支
部
の
こ
の
二
年
間
は
、
病
院
建

設
募
金
と
会
員
拡
大
活
動
そ
の
も
の
で
し
た
。

目
標
額
を
、
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
一

0
0

0
万
円
を
含
め
、
二

0
0
0
万
円
の
計
画
を

立
て
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
達
成
の
見
込
み
も

あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
自
信
も
全
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
恥
を
か
く
覚
悟
は
あ
り
ま

し
た
。
結
果
は
、
と
て
も
そ
こ
ま
で
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
人
た
ち
の
善
意

や
温
か
さ
、
そ
し
て
支
援
の
広
が
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
大
変
満

足
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
村
井
さ
ん
の
熱

意
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

多くの人の善意に触れた一年

待満開

ペ ちの
:; わ桜

五？ル びな を

井泰弘直念贔 がら

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
降
り
た
っ
た
時
、
人

の
多
さ
は
中
国
な
ど
で
経
験
し
て
い
た
の
で

す
が
、
加
え
て
到
着
し
た
の
が
夜
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
人
々
の
目
が
何
と
鋭
か
っ
た
こ

と
。
一
瞬
ひ
る
む
気
持
ち
で
し
た
。

四
月
二
十
六
日
の
開
院
式
は
晴
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
周
り
の
の
ど
か
な
麦
畑
の
中
に

ひ
と
き
わ
大
き
な
建
物
、
立
派
な
新
病
院
で

し
た
。
前
日
は
大
変
な
雨
で
、
式
の
場
所
を

広
場
か
ら
建
物
の
屋
上
に
急
遠
変
更
し
た
と

の
こ
と
。
中
村
先
生
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
徹

夜
の
努
力
を
聞
き
、
式
典
を
前
に
、
よ
り
一

層
胸
が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

多
く
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
人
、
我
々
日
本
人
、
そ
し
て
現
地
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
が
国
、
民
族
、
言
語
を
越
え
て
一

同
に
会
衆
し
、
待
ち
に
待
っ
た
新
病
院
の
素

晴
ら
し
さ
と
、
参
会
者
全
員
の
輝
く
目
を
見

ま
し
た
。
そ
れ
は
空
港
に
降
り
た
っ
た
最
初

の
印
象
と
は
全
く
逆
で
「
感
動
」
そ
の
も
の

で
し
た
。

今
囮
、
全
逓
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
取
り

組
ん
だ

一
0
0
万
円
の
カ
ン
パ
や
名
古
屋
サ

ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
牧
野
圭
佑
さ
ん
の
ご
尽

視
線
に
ひ
る
む

●
新
病
院
藩
成
式
ツ
ア
ー
参
加
体
験
記

一

名
古
屋
か
ら
十
九
名
（
全
国
か
ら
総
勢
五

十
九
名
）
が
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
急

用
な
ど
で
行
け
な
く
な
っ
た
一
＝
名
の
思
い
を

背
負
っ
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
私
自
身
初
め

て
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
、
会
報
や
本
で
し
か
、

現
地
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

思
い
が
け
な
く
、
仕
事
中
の
追
突
事
故
に

て
、
計
画
中
の
ツ
ア
ー
参
加
に
つ
い
て
は

少
々
悩
み
も
し
た
が
、
行
か
な
い
方
が
余
分

に
ス
ト
レ
ス
に
な
る
、
と
の
勝
手
な
る
判
断

で
、
知
人
の
板
垣
先
生
も
来
る
し
、
と
一
杯

理
由
づ
け
を
し
て
参
加
し
た
。
す
ご
い
荷
物

八
尾
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

岡
崎
ヒ
ロ
子

ゞ
レ
上
下

カ
イ
J

)

＂

十
八
年
ぶ
り
の

カ
で
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
持
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
桜

の
木
を
新
病
院
に
植
え
て
、
募
金
と
交
流
の

証
を
残
し
た
い
と
い
う
の
が
、
早
い
段
階
か

ら
の
考
え
で
し
た
。

許
可
の
た
め
東
京
の
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
館

へ
二
度
ほ
ど
出
か
け
た
り
、
電
話
と
フ
ァ
ク

ス
で
進
ま
な
い
手
続
き
に
は
困
り
ま
し
た
。

四
月
二
十
六

H
成
田
の
出
発
間
際
に
植
物
検

疫
を
済
ま
せ
た
り
と
ピ
ヤ
ヒ
ヤ
も
の
で
、
ス

リ
ル
も
味
わ
い
ま
し
た
。

開
院
式
後
、
全
員
で
植
樹
と
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。
六
十
本
の
桜
の
苗
木
が
育
ち
、

P
M
S新
病
院
に
満
開
の
桜
が
咲
く
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、

全
国
か
ら
参
加
し
た
五
十
九
名
の
皆
さ
ん
と

の
出
会
い
を
今
後
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

と
共
に
パ
キ
ス
タ
ン
に
入
っ
た
。
開
院
式
は

天
候
不
順
で
、
準
備
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
た
。

参
加
者
へ
の
レ
イ
の
手
渡
し
に
び
っ
く
り
し
、

何
だ
か
緊
張
し
て
し
ま
い
、
事
の
重
大
さ
を

初
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
病
院
入
口
の
レ

リ
ー
フ
を
感
無
量
で
読
ん
だ
の
は
、
私
一
人

で
は
あ
る
ま
い
。
式
典
後
の
午
後
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
グ
リ
ン
テ
ィ
が
振
る
舞
わ
れ
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、
パ

キ
ス
タ
ン
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
の
中
で
、
パ

キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ン
の
民
族
文
化
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
た
。

翌
日
J
A
M
S
、
P
L
S
を
見
学
し
、
い

ろ
い
ろ
と
説
明
も
受
け
、
男
性
と
女
性
の
診

療
日
が
別
々
で
あ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
話

開院式での植樹祭風景
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を
聞
き
な
が
ら
、
今
さ
ら
な
が
ら
イ
ス
ラ
ム

社
会
で
の
病
院
の
運
営
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。

翌
日
は
カ
イ
バ
ル
峠
行
き
の
許
可
が
出
て
小

躍
り
し
た
。
十
八
年
ぶ
り
で
あ
る
。
あ
の
夏

は
、
鉄
道
で
カ
イ
バ
ル
駅
ま
で
行
っ
た
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
着
い
た
の
に
、

同
行
者
が
来
年
の
入
山
の
手
続
き
の
た
め
、

引
き
返
そ
う
と
言
い
出
し
た
り
で
、
蹴
飛
ば

し
た
い
思
い
に
か
ら
れ
な
が
ら
渋
々

U
タ
ー

ン
し
た
と
い
う
、
あ
の
日
以
来
の
カ
イ
バ
ル

峠
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
同
行
の
布
施
さ
ん
と
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
の
旧
知
の
知
人
に
再
会
し
た
り
、
バ

ザ
ー
ル
で
体
調
を
く
ず
し
た
り
、
さ
ら
に
は

ア
ラ
ビ
ア
海
も
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
途
中

で
帰
国
さ
れ
た
方
々
、
も
し
次
回
が
あ
れ
ば
、

そ
の
時
は
新
病
院
が
始
動
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
時
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

私
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
へ
入
っ
た
の
は
、

一
昨
年
の
十
二
月
で
し
た
。
そ
の
頃
、
大
学

で
国
際
協
力
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
そ
れ
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
、
と
り
あ
え
ず
何
か
や
っ
て
み
よ
う
、

そ
れ
だ
け
で
し
た
。
た
だ
関
東
連
絡
会
の
み

な
さ
ん
と
出
会
え
た
の
は
幸
運
で
し
た
。
私

一
人
で
は
、
開
院
式
ツ
ア
ー
に
参
加
し
よ
う

と
は
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
で
す
。
パ

キ
ス
タ
ン
の
話
や
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
関
す

る
様
々
な
話
を
聞
い
た
こ
と
で
、
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
す
。

私
に
と
っ
て
初
の
海
外
が
パ
キ
ス
タ
ン
だ

っ
た
わ
け
な
の
で
す
が
、
見
て
き
た
風
景
、

景
色
に
そ
れ
ほ
ど
感
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
テ
レ
ビ
や
写
真
な
ど
で
似
た

よ
う
な
光
景
を
見
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
か

ら
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
は
り
私
を
引
き

つ
け
た
の
は
人
と
の
出
会
い
で
し
た
。
パ
キ

ス
タ
ン
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
も
そ
う
で
す

し
、
一
緒
に
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
方
々
と
の

出
会
い
も
そ
う
で
す
。

初めはただ「何となく」

印象 人々
ペ 的 とシ
ヤ で のワ

胃↓ し ム出

規之i 苔 たし本‘ 
が

私
は
人
に
話
し
か
け
る
の
が
苦
手
な
方
で
す

が
、
大
き
な
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
幸

い
で
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
た
ち
は
写
直
(
を

撮
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
好
き
ら
し
く
、
み
ん
な

寄
っ
て
き
て
、
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
、
と
せ
が

む
の
で
す
。
中
に
は
足
を
け
が
し
て
い
る
の
に
、

レ
ン
ズ
の
中
に
人
ろ
う
と
寄
っ
て
来
た
人
が
い

た
く
ら
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
揃
っ
て
カ
メ

ラ
の
前
に
並
び
ま
す
。
そ
う
し
て
カ
メ
ラ
の
前

で
は
み
ん
な
笑
顔
で
ポ
ー
ズ
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
員
の
み
な
さ
ん
と
も
色
々
な
お

話
し
を
し
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
活
動
的
な
方
ば
か

り
で
、
自
分
も
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
に

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

肝
心
の
開
院
間
近
の
病
院
に
関
し
て
で
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
自
分
自
身
反
省
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
中

村
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

で
医
療
活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
方
々
や
ベ
ッ

ド
で
寝
て
い
る
患
者
さ
ん
た
ち
を
見
て
、
も

っ
と
自
分
自
身
何
が
で
き
る
か
考
え
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
た
だ
何
気

な
く
や
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
気
が

し
た
の
で
す
。
現
地
を
実
際
に
見
た
今
、
特

に
そ
う
思
い
ま
す
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
と
て

も
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
分
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
た

だ
日
々
の
生
活
に
戻
る
と
忘
れ
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
事
実
で
、
す
ぐ
に
で
も
ま

た
行
っ
て
、
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
い

く
ら
い
で
す
。

パ
キ
ス
タ
ン
が
身
近
に
な
っ
た

4 
． 
30 

4 
． 
29 

4 
． 
28 

4 
. 
27 

4 
． 
26 

4 
． 
25 

4 
． 
24 
開
院
式
ツ
ア
ー
の
旅
程

午
前
十
時
、
成
田
空
港
集
合
、
結

団
式
。
パ
キ
ス
タ
ン
航
空
・
シ
ル

ク
ル
ー
ト
（
北
回
り
）
便
に
て
、

現
地
活
動
用
の
医
療
物
資
ほ
か
約

一
ト
ン
と
と
も
に
、
成
田
発
。
現

地
時
間
二

0
時
、
首
都
・
イ
ス
ラ

マ
バ
ー
ド
に
到
着
。
そ
の
ま
ま
市

内
の
ホ
テ
ル
ヘ
。

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
ガ
ン
ダ
ー

ラ
最
大
の
遺
跡
・
タ
キ
シ
ラ
ヘ
。

古
代
の
僧
院
な
ど
を
見
学
。
そ
の

後
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
ヘ

。
新
市
街
を

見
学
。
P
M
S
開
院
式
に
参
加
（
全
現
地

ス
タ
ッ
フ
・
現
地
州
政
府
関
係

者
・
病
院
付
近
住
民
の
代
表
ほ
か

約
四

0
0
人
が
列
席
）
。
式
典
で

は
参
加
者
全
員
で
「
さ
く
ら
」
を

合
唱
。
夕
方
、
急
き
ょ
決
ま
っ
た

北
西
辺
境
州
首
相
招
待
の
晩
餐
会

に
参
加
。
（
こ
こ
で
は
招
待
へ
の

感
謝
を
込
め
て
「
ふ
る
さ
と
」
を

合
唱
）

小
林
医
師
、
藤
田
、
蓑
島
看
護
婦

の
案
内
の
下
、
現
在
の

P
M
S
.

J
A
M
S
両
病
院
を
見
学
。
午
後

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
博
物
館
を
見
学
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
国
境
、
カ

イ
バ
ル
峠
へ
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
発
、
航
空
機
で
カ

ラ
チ
ヘ
。
ア
ラ
ビ
ア
海
を
見
学
。

早
朝
、
カ
ラ
チ
発
。
北
回
り
便
に

て
帰
国
。
夜
、
成
田
着
。
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中
村
先
生
は
じ
め
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
お

ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
み
た

い
。
私
た
ち
が
う
か
が
っ
た
時
は
、
七
人
の
方
が
寄
宿
し

て
お
ら
れ
た
。
大
き
な
民
家
で
あ
る
。
庭
の
花
々
も
美
し

か
っ
た
。
小
住
宅
に
慣
れ
て
い
る
私
た
ち
は
、
ま
ず
こ
の

広
さ
に
驚
い
た
。
し
か
し
、
「
古
い
」
の
だ
。
給
水
、
排

水
状
態
が
よ
く
な
い
。
暑
い
季
節
は
十
時
過
ぎ
か
ら
窓
な

ど
は
閉
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
風
通
し
良
く
」
の
私

た
ち
の
常
識
は
こ
こ
で
は
非
常
識
。
主
な
部
屋
は
バ
ス
、

「
常
識
」
は
「
非
常
識
」
ー
ス
タ
ッ
フ
宿
舎
事
情

「-----＿＿ー~ 三
I l 

I i I ~ 瞬 Iャ ー<1 
！ ？ 週
I土 間-

！ 
i i◇で門 I
し
過 i

I鎌石 た ぎ 1
I田松 t:::. I 
I 

:::. I 
！ 須 i
1輿美 ' 

I代子 l 
L_.--―-----------」

「
開
院
式
準
備
の
手
伝
い
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
。

中
村
先
生
の
こ
の
言
葉
を
き
い
た
の
は
、
昨
夏
の
こ
と

だ
っ
た
。
学
校
や
職
場
が
あ
る
若
い
方
々
は
無
理
だ
が
、

私
た
ち
に
は
可
能
だ
。
し
か
し
、
具
体
的
に
準
備
を
始
め

た
の
は
も
う
三
月
に
な
る
頃
だ
っ
た
。
医
学
生
達
と
七
人

で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
訪
ね
て
か
ら
は
や
二
年
一
カ
月
が
経

つ
。
今
回
は
約
三
週
間
足
ら
ず
の
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
ま

さ
に
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感

謝
の
思
い
一
杯
で
帰
途
に
つ
い
た
。

●
ベ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
開
院
式
準
備
滞
在
記

一
週
間
後
に
迫

っ
て
い
た
重
大
イ
ベ
ン
ト
、
開
院
式
。

当
然
そ
の
準
備
万
端
は
整
い
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
下

で
多
少
の
不
足
を
補
う
だ
け
と
の
私
た
ち
の
予
想
と
は
ど

う
も
違
う
よ
う
だ
っ
た
。
度
重
な
る
会
議
。
深
夜
ま
で
続

く
。
ス
タ
ッ
フ
皆
さ
ん
の
疲
労
が
滲
む
顔
つ
き
。
小
耳
に

は
さ
む
情
報
だ
け
で
、
こ
れ
は
大
変
！
と
思
っ
た
。
ア

フ
ガ
ン
・
バ
キ
ス
タ
ン
の
伝
統
的
対
立
が
こ
う
い
う
場
に

も
顔
を
出
す
。「
“
P
M
S
“

の

”
p
"
は
パ
キ
ス
タ
ン
の

”p
"
で
は
な
い
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

”p"
だ
」
と
の

説
明
も
必
要
で
あ
っ
た
と
か
。
私
た
ち
は
開
院
式
の
招
待

状
づ
く
り
、
名
札
作
り
も
手
伝
っ
た
の
だ
が
、
二
、
三
週

間
前
に
は
す
で
に
発
送
済
み
の
は
ず
で
は
、
と
の
常
識
も
、

私
た
ち
の
常
識
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
。

私
た
ち
の
滞
在
中
、
患
者
さ
ん
（
か
も
知
れ
な
い
が
、

十
分
元
気
と
思
わ
れ
る
人
）
が
現
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
お
茶

を
飲
む
。
そ
の
少
し
前
に
、
慌
て
て
お
茶
を
飲
み
、
や
る

べ
き
事
を
を
急
い
で
い
た
私
た
ち
に
は
何
と
も
そ
の
様
子

が
奇
妙
に
思
わ
れ
、
「
あ
な
た
も
手
伝
っ
て
よ
！
」
と
、

思
わ
ず
口
に
し
そ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
こ

の
せ
か
せ
か
し
た
態
度
の
方
こ
そ
が
奇
妙
で
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
全
世
界
の
目
が
こ
の
地
に
注
が
れ
た
時
も
、

多
く
の

N
G
O
が
こ
の
地
を
去
っ
た
時
も
、
戦
争
・
民

「
こ
れ
は
大
変
ー
・
」

1

式
典
準
備
の
こ
と

l
 

ト
イ
レ
付
だ
が
す
べ
て
の
部
屋
に
付
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
共
用
の
バ
ス
、
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
便
利
な
の
に
：
・

．．． 
と
は
こ
れ
ま
た
日
本
式
住
届
に
慣
れ
て
い
る
私
た
ち
の

み
の
感
想
か
も
知
れ
な
い
。

＊
 

蠅
に
四
苦
八
苦
_
~
台
所
事
情

族
・
国
家
の
対
立
が
い
か
に
あ
れ
、
こ
の
十
五
年
間
、
こ

の
地
で
、
こ
の
人
々
の
只
中
で
、
中
村
先
生
は
さ
わ
が
ず
、

あ
せ
ら
ず
医
療
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
を
改
め
て
思
う
。
そ
し
て
四
月
二
十
六
日
、
雨
上
が
り

の
清
々
し
い
日
に
、
内
外
の
多
数
の
列
席
者
を
集
め
、
開

院
式
は
無
事
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。

二
年
ぶ
り
の
台
所
。
以
前
と
は
少
し
変
わ
っ
て
い
た
。

戸
棚
が
付
い
て
、
大
き
な
冷
蔵
庫
が
備
わ
っ
て
、
い
ろ
ん

な
食
料
品
が
出
番
を
待
っ
て
い
る
。
後
片
付
け
を
し
て
く

れ
る
青
年
、
カ
ダ
ム
君
も
い
て
、
以
前
に
比
べ
よ
く
片
づ

い
て
い
た
。
彼
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
だ
っ
た
由
。
以
前
は
病

院
で
器
材
管
理
の
仕
事
が
担
当
だ
っ
た
と
い
う
整
頓
好
き

の
彼
は
、
洗
っ
た
食
器
の
置
き
場
所
を
違
え
た
こ
と
が
な

、。し
蝿
が
飛
び
回
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
ハ
ウ
ス
に
あ
っ
た
蝿

と
り
紙
を
私
た
ち
が
台
所
と
食
堂
に
下
げ
た
。
食
事
時
に

な
る
と
芳
香
に
誘
わ
れ
て
飛
来
し
、
う
る
さ
く
飛
び
回
る

の
を
「
蝿
打
ち
」
で
叩
く
の
だ
が
、
滞
在
中
の
松
本
さ
ん
、

林
さ
ん
、
そ
し
て
私
た
ち
は
昔
の
経
験
が
物
を
言
っ
た
。

は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
に
詰
め
込
ん
だ
ト
ラ
ン
ク
。
そ
の

重
さ
に
振
り
回
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
持
参
し
た
、
米

五
キ
ロ
そ
の
他
諸
々
の
食
料
品
。
滞
在
中
の
夕
食
は
日
本

食
を
中
心
に
作
っ
た
。
高
野
豆
腐
と
椎
茸
の
煮
物
、
胡
瓜
、

春
雨
の
酢
の
物
、
切
り
干
し
大
根
の
煮
物
、
蒟
蒻
と
葱
の

酢
味
和
え
、
イ
カ
と
ワ
カ
メ
の
和
え
物
等
、
日
本
の
調
味

料
で
味
つ
け
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
食
事
は
、
朝

昼
は
そ
れ
ぞ
れ
各
自
で
パ
ン
又
は
ナ
ン
に
紅
茶
又
は
牛
乳
、

あ
る
い
は
お
茶
だ
け
の
日
も
あ
る
。
昼
は
ご
飯
だ
け
用
意
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し
て
い
れ
ば
有
り
合
わ
せ
の
佃
煮
、
潰
け
物
、
卵
や
前
日

の
残
り
物
を
食
べ
る
。
夕
食
だ
け
が
私
た
ち
の
出
番
だ
っ

た
。
夕
食
の
時
刻
は
午
後
六
時
の
決
ま
り
だ
が
、
各
々
仕

事
や
勉
強
で
全
員
が
揃
う
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
滞
在
中
は
、

夕
食
の
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
台
所
に
入
っ
た
。
経
験
の

み
が
頼
り
の
大
雑
把
人
間
と
几
帳
面
人
間
の
二
人
の
コ
ン

ビ
で
、
台
所
の
会
話
も
弾
み
、
立
ち
づ
く
め
の
時
間
も
瞬

く
間
に
過
ぎ
た
。

「
気
温
が
裔
い
の
で
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」

と
の
中
村
先
生
の
言
葉
通
り
、
日
中
は
特
に
暑
か
っ
た
。

が
、
汗
は
出
な
い
。
午
前
中
の
少
し
涼
し
い
う
ち
に
近
く

の
バ
ザ
ー
ル
に
買
い
出
し
に
行
く
。

二
人
の
共
通
財
布
を

握
り
し
め
、
傘
と
帽
子
で
陽
を
遮
り
、
木
陰
を
選
ん
で
市

場
ま
で
、
殆
ど
男
性
ば
か
り
の
道
を
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、

少
し
顔
馴
染
み
に
な
っ
た
店
で
、
葱
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ

ン
等
々
い
ろ
ん
な
野
菜
を
買
う
の
だ
が
、
蝿
が
多
い
の
が

気
に
な
っ
た
。
少
し
で
も
き
れ
い
な
品
を
と
、
時
に
は
バ

ザ
ー
ル
か
ら
連
ん
で
荷
下
ろ
し
し
て
い
る
品
に
サ
ッ
と
手

を
出
し
た
り
、
た
か
が
買
い
物
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
技

術
が
必
要
で
あ
る
。

約
三
週
間
の
滞
在
中
、
開
院
式
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
日
本
各
地
の
お
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
が
好
評

だ
っ
た
こ
と
、
赤
飯
を
炊
い
た
小
林
先
生
の
誕
生
日
の
タ

食
時
に
は
全
員
が
揃
い
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
早
起
き
の
私

た
ち
に
、
検
査
技
師
の
松
本
さ
ん
が
、
事
務
局
の
樋
口
さ

ん
が
焼
か
れ
た
茶
碗
で
た
て
て
下
さ
っ
た
お
茶
の
味
な
ど
、

ど
れ
も
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

た
か
が
買
い
物
、
さ
れ
ど
…
•
ー
—
買
い
出
し
の
こ
と

静
寂

1

.

1

,

1
,
1
,'
；
ー
、
ー
，1
,ー
・
'

•• 
J
 

r
 ―
●
春
の
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

モ
ス
ク
の
静
寂

◇

―
 

九
州
大
学
医
学
部
扇
永
田
智
美
i

L
ー

1
1
,
．,
i
'

’,
1
1
1
ー

！

1
：
1
,
!」

か
つ
て
こ
れ
ほ
ど
の
清
浄
な
静
寂
を
、
私
は
知
ら
な
い
。

今
回
現
地
の
医
療
活
動
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に

恵
ま
れ
、
春
休
み
を
利
用
し
て
二
週
間
ほ
ど
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
に
滞
在
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
合
間
に
訪
れ
た
イ

ス
ラ
ム
の
モ
ス
ク
で
感
じ
た
、
正
直
な
感
想
が
こ
れ
で
あ

る。
雑
然
と
し
た
バ
ザ
ー
ル
の
中
で
、
そ
れ
は
別
世
界
で
あ

っ
た
。
不
思
議
な
静
寂
が
そ
の
場
を
支
配
し
て
い
た
。
夜

の
深
く
澱
ん
だ
静
寂
と
は
、
全
く
趣
を
異
に
す
る
透
明
な

静
寂
。
微
か
な
衣
ず
れ
の
音
に
、
さ
ざ
な
み
が
き
ら
め
く

よ
う
に
、
時
折
空
気
が
揺
れ
る
。
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒

達
が
、
床
に
頭
を
す
り
つ
け
る
析
り
の
動
作
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
こ
の
侵
し
が
た
い
清
澄
な
空
気
は
、
彼
ら
の
周

囲
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
に
私
は
気
付
い
た
。
そ
し
て

同
時
に
、
こ
の
静
寂
が
静
か
に
、
し
か
し
抗
い
が
た
い
力

で
私
の
心
の
奥
底
に
入
り
込
み
、
泉
の
よ
う
に
そ
こ
を
満

た
す
の
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
不
思
議
な
感
覚
で
あ
っ
た
。

初
め
て
の
感
覚
の
は
ず
で
あ
る
の
に
、
何
故
か
心
懐
か
し

し＞

そ
こ
で
、

ふ
と
感
じ
た
。
こ
の
感
覚
、
何
か
人
知
の
及

ば
な
い
大
き
な
力
の
前
に
ひ
れ
ふ
す
感
覚
と
は
、
本
来
誰

も
が
持
っ
て
い
る
感
覚
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。
神

の
前
に
脆
く
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
人
間
で
あ
る
自
分
の
剥

さ
を
、
認
め
て
や
る
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
。
私

達
日
本
人
は
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
、
自
分
の
弱
さ
を

押
さ
え
付
け
、
肩
肘
張

っ
て
生
き
て
、
気
が
付
か
ず
に
自

ら
を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
祈
り
と
は
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
取
り
戻
す
手
段
な
の
か
も
し
れ
な

い
、
な
ど
と
不
信
心
な
事
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
思
い
は
、
私
自
身
が
自
分
の
蒻
さ

を
否
定
し
、
無
理
を
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る

も
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
現
地
の
医
療
活
動
を
見
学
さ

せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
医
学
生
で
あ
り
な
が
ら
も
二
学
年

を
終
え
た
ば
か
り
で
医
学
的
知
識
に
乏
し
く
、
語
学
力
も

不
足
の
私
が
、
本
当
に
こ
こ
ま
で
来
た
意
味
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
考
え
始
め
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。
一

体
私
に
何
が
学
べ
る
の
だ
ろ
う
、
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う

。

と
そ
ん
な
思
い
を
洗
い
流
し
て
く
れ
た
の
が
あ
の
モ
ス
ク

の
静
寂
で
あ
っ
た
。
私
は
あ
り
の
ま
ま
の
私
で
、
学
べ
る

こ
と
を
学
ん
で
帰
れ
ば
い
い
。
医
学
生
だ
か
ら
と
い
っ
て

無
理
に
医
学
の
こ
と
だ
け
を
学
ぼ
う
と
し
な
く
て
も
よ
い

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
滞
在
で
感
じ
た
あ
ら
ゆ
る

感
覚
を
、
大
切
に
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。

そ
し
て
日
本
に
帰
っ
た
今
、
現
地
の
医
療
活
動
の
た
め

に
、
今
の
私
で
も
協
力
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
、
毎
週

水
曜
日
は
事
務
局
へ
足
を
運
ん
で
い
る
。

「
私
に
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
？
」
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ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
ヘ
の
道

—
ア
フ
ガ
ン
難
民
と
と
も
に

中
村
哲
四
六
判
上
製
三
二
六
頁
本
体
二

0
0
0円

ひ
と
り
の

H
本
人
医
師
が
、
現
地
と
の
軋
礫
、
日
本
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
挫
折
、
自
ら
の
内
面
の
検
証
等
、
血
の
噴
き
出

す
苦
闘
を
通
し
て
、
ニ
ッ
ポ
ン
と
は
何
か
、
「
国
際
化
」
と

は
何
か
、
を
根
底
的
に
問
い
直
す
渾
身
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

石
風
社
贔
市Oip
紐
塁
靖
酎
胴
戸

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
診
燎
所
か
ら

中
村
哲

B
6
判
並
製
二

0
0頁
本

体

一

〇

六

八

円

束
原
都
台
東
区
蔵
前
ニ
ー
六
ー
四

t
粘

0
三
（
五
六
八
七
）
二
六
七

0

筑
摩
書
房

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
て
[
増
旦

中

村

哲

四

六

判

上

製

二

六

0
頁

本

体

一

八

0
0円

石
風
社
濯
勺
Oqi

疇
喜
疇
瓦
「
胴
戸

「
汝
罪
無
き
者
の
み
石
も
て
そ
の
女
を
打
て
」

と
い
う
型
杏
の
句
は
、
罪
に
ま
み
れ
た
人
間
の
傲
慢
と
無

力
に
対
す
る
深
い
洞
察
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
・
パ

キ
ス
タ
ン
の
核
実
験
の
深
源
を
た
ど
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

・
旧

ソ
ビ
エ
ト
に
よ
る
核
軍
備
競
争
だ
け
で
な
く
、
人
類
史
的
に

人
間
存
在
の
罪
と
矛
盾
を
問
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
村
医

師
は
、
今
回
の
核
実
験
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
「
極
貧
の
患
者

に
罪
を
負
わ
せ
る
道
理
は
な
い
」
と
書
き
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
同
じ
人
間
の
行
っ
た
行
為
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
な
く
、

こ
こ
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
無
い
現
地
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

病
院
の
開
院
式
を
四
月
二
十
六
日
に
開
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
実
質
的
な
オ
ー
プ
ン
は
九
月
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た

が
、
六
十
人
を
越
え
る
現
地
訪
問
は
、
会
の
こ
れ
か
ら
の
推

進
力
と
し
て
絶
大
な
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
セ

レ
モ
ニ
ー
の
席
上
、
北
西
辺
境
州
の
知
事
が
述
べ
ら
れ
た
「
た

く
さ
ん
の

N
G
O
が
立
ち
去
る
な
か
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の

み
が
こ
の
地
に
踏
み
と
ど
ま
り
統
け
た
。
そ
の
こ
と
に
敬
意

を
表
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
肝
に
銘
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
会
計
報
告
中

「
事
業
の
推
移
」
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
九
七
年
度
分
が
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
九

●
事
務
局
だ
よ
り

六
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
病
院
建
設
費
」
に
関
係
あ
る
こ
と
を

ご
勘
案
下
さ
い
。
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◎

村

か

ら

月

事
務
局
の
夜
は
、
午
後
七
時
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
俄
然
に
ぎ

や
か
に
な
る
。
作
業
の
手
を
休
め
る
こ
と
な
く
、
同
時
に
様
々

の
話
題
が
飛
び
交
う
。
五
月
の
話
題
の
中
心
は
何
と
行
っ
て

も
新
病
院
開
院
式
に
出
席
し
た
メ
ン
バ

ー
の
お
土
産
話
で
あ

っ
た
。
新
病
院
並
び
に
式
典
の
立
派
さ
、
賑
や
か
さ
に
始
ま

り
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
苦
労
や
バ
ザ
ー
ル
の
話
な
ど
、
話
題

は
次
々
に
連
鎮
し
止
ま
る
こ
と
が
な
い
。
最
近
で
は
パ
キ
ス

タ
ン
の
核
実
験
や
円
安
に
よ
る
資
金
難
に
も
話
が
及
び
、
そ

れ
ど
れ
も
が
こ
れ
ま
で
の
私
の
生
活
で
は
全
く
知
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
世
界
で
あ
り
、
新
し
く
耳
に
す
る
地
名
も
多

い
。
そ
れ
ら
を
確
か
め
た
く
て
、
私
は
最
近
、
新
し
い
地
図

帳
を
買
っ
た
。
し
か
し
、
目
の
前
の
厳
し
い
現
実
が
、
こ
こ

で
語
ら
れ
る
と
不
思
誠
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
聞
こ
え
る
の
は
何

故
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
そ
ん
な
和
や
か
な
時
間
に
参
加
し

た
く
て
、
こ
こ
四
カ
月
、
妙
に
い
そ
い
そ
と
い
う
感
じ
で
出

席
し
て
い
る
。
（
大
）

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を

支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想

・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は

一
口
年
額
―
―-、

0
0
0円
以
上
、
学
生
会

員
一
ロ

一
、

0
0
0円
以
上
、
特
別
会
員
一
ロ
一

0
、

0
0
0円
以
上
の
年
会
費
を
納
入
す
る。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創
意
エ

夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
営
委
員
を
選
任

し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
毎
年

一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び
会
の

運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E

（〒
八

一
0
福
岡
市
中
央
区
大
名
一
丁
目

一
0
,

二

五

上

村

第
ニ
ビ
ル
三

0
七
号

6
七
三
一
＇
二

三
七
二
）

内
に
お
く
。

会

則
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